コンピュータミシン 

取扱説明書 

CPS 己〇シ u _ ズ 
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めラ前の準備 


めう前に必要な準備を説明します。 


めい方の昼本 


0 

% 基本の城い方と上手に说ラコツな 
> どを誦します。 



お必 
読要 
みに 
<応 
だじ 
さて 
い 


3いろいろなめい方 

いろいろな城い方とその使い方を 
説明します。 


4付録 

ミ シンのお手入れ方法と困つたと 
さの巧処方まなどを紹介します。 


• ご使用になる前に必ず取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。 
•取扱説明書はなくさないように大切に保管し、し〇でも手にとって見られる 
よラにしてください。 











付属品をお認して < ださい 


箱をあけた5、まずしソ下の付属品び揃っているか確認してください。不足しているとさや破損している 
ときは、お買い上げの販売店にお問い合わせくださし、。 


付属品 

箱の中には(下のものび入っています。 

■ 本体•八ードケース 

ミシン本体でず。ミシンを使用しないとをは、 
ケースに入れて収納してください。（部品コー 
ド： X 巳23已 0-0 已 1) 



■ 取扱説明書 

本書でず。大切に f 呆菅してください。（部品コー 
ド： X 巳327曰-〇已 1) 



■ 早見表 

下ホの準備から上ホを通すまでの手順びお認で 
きます。馆 P 品コード： XC 3274-0 已1 ) 



■ 取扱説明ビデオ 

5シンの基本的な使いちをビデオで紹介してい 
ます。（部品コード： XC 327 已 -0 已 1) 



■ 保話書 

5シンを修理するとをなどに必要です。大切に 
保管してください。 



補助テーブル巧付属品 

補助テーブルの中には、なのをのび収納されていま 
す。 



■ 糸こま巧え 

上ホをセットするとさに使用します。ホこまの大 
きさによって大/中/ルを使い分けます。糸こま 
押え中は、購入時に5シンの糸たて棒にセットさ 
れていまず。（部品コード大：1300 12-0 已4, 
中： X 已已2已 0-1 巳3, d 、 ：130013 -1 巳 4) 



■ ドライバー 

5シン針を交換ずるとさなどに使用します。 
鄕品コード： XC 8349-0 巳 1) 



■ =シンブラシ 

蓋などの細かい部分のほこりを取り除くとをに 
使用します。（部品コード： X 已947日-□已1 ) 



表紙 A 










ち部の名前とはた 6 を 


ここでは、ミシンの各部の名前とはたらきを説明します。ミシンを使用する前に、よく読んで名前を覚 
えておさましょラ。 


前面 


( D 糸案内 カバー 



@下ホささ案内 


⑤上瓦た 
® 下ホ巻さ装置 


©表示バネル 


⑨スピー ド コント□-ルレバー 


©糸案内板/®糸案内カバー 

上糸を通すときに糸をかけます。 

® 糸たて棒 

糸こまを差し込みます。 

這)下糸普さ案内 

下糸をボビンに巻くとさに糸をかけます。 

⑥ 上ふた 

この面たを開いて糸をセツトします。 

©下糸をさ装置 

下糸をボビンに巻くとさに使用します。 

⑦ 表示バネル 

めい方を選択します。 （-* ■表紙曰 

⑨スピードコント□-ルレバー 

め 5 速さを調節します。 


@操作スイッチ 

5シンをスタートさせたり、返しめいをずるとさな 
どに使用します。（一表紙 □) 

⑩捕助テーブル 

この中に巧えやボビンなどを収納します。巧□など 
の筒ちのをめラときは、ここをかします。 

⑩糸切り 

ここに引っかけてホを切ります。 

返)糸通しレバー 

針に糸を通すとさに使用します。 

® 糸調子ダイヤル 

上ホ調テを調節します。 


表紙己 













































































各部のち前とはた 5 を 


針-押え部 


①ボタン巧かびりレバー 



©ボタン巧かがりレバー 

ボタン巧かび0をするときに使用します。 

©糸案内皿 

糸通し装置を巧って針に糸を通すとさに、ここにホ 
を通します。 

③ 針棒糸かけ 

上糸をかけまず。 

④ 針板 

まっすぐにめ5ための目盛0び付いています。 

⑥ 針板ふた 

ここを開けてボビンをセツトしまず。 

⑧送り歯 

め5ち向に巧地を送0ます。 

⑦ 巧ぇ 

巧巧を押さえます。已種類の押えび付属しているの 
で、めい方に合った押えをセットします。 

® 巧えホルダー 

押えを取り付けます。 


も側面.背面 


©パンドル 



①八ンドル 

S シンを移動するとさは、ここを持って持ち上げま 
す。 

③プ ー IJ — 

说い目を]針ずつ送ったり、針を上げ下げするとき 
に手前に回します。 

⑤換気 □ 

モーターの換気用の巧です。 S シンを設置するとを 
は、ここをふさびないよラにして < ださい。 

©電源スイッチ 

電源を入れるスイッチです。 

⑤ フットコント□—ラージャック 

ここに別売のフットコント□ーラーの接続ジャック 
を差し込みます。 

⑥ 電源〕ード 

家庭用電源コンセント （ AC ]0 日 V )に接続します。 
⑩ドロップレ パー 

送0歯を下げるとさに使巧します。 



♦ 表紙 B または表紙 D • E を開いた状態でページを 
めくっていくと、操作しなび5香部の名前などび 
確認でさます。 


表紙に 
































操作スイツチ 

5シンの基本的な操作び手もとでできます。 


( D 返しめいスイッチ 


® 針上下スイッチ 


① 


on 


風 


@スピードコント□-ルレバー 


①スタート/ストップスイッチ 



⑤押えレバー 


①スター ト/ストツプスイッチ 



ミシンをスタートまたは停止します。スイッチを巧している間は、ゆっくりと城います。停止すると、針は下がった 
(布地に刺さった）状態で止まります。詳細は「ミシンをスタートさせる」（一 P.3 已）で説明します。 

ミシンの状態によって、スイッチの色び緑•赤-オレンジに点口します。 

緑：ミシンびスタートできるが態、または城っているとき 
ホ： S シンびスタートでさない状態のとさ 
オレンジ：下糸巻さ軸びち側になっているとを 

©返しめいスイッチ (TD 

返し城いまたは止め城いをします。返し城いの場含はスイッチを押している間、说った方向の逆に城います。止奴城 
いの場合は、同じ場所で3〜已針分城ってか日止まります。詳細は「返し说いをする」（一 P.3 目）で説明します。 

® 針上下スイッチ 

針の位置を上または下に切り誓えます。続けて押すと、1針分城えます。 

④ スピードコント□—ルレバー 

ミシ ンの進む速度を調節します。 

⑤ 押えレバー 

押えを上げ下げします。 


表紙 D 




















表示パネル 

前面ち側の表示パネルには、めいちを選択するスイツチび付いています。 


© ジグザグの振り 幅 調節レバー 


⑧模様還択スイ 



①ジグザグの振り幅調節レ/ ':’一/②ジグザグの振り幅マニュアルスイッチ 

模様の幅や針の位置を調節しまず。ジグヴグの振り幅マニュアルスイッチを押してか5、調節レバーで変更します。 

@めい目の長を調節レバー/@めい目の長さマニュアルスイッチ 

めい目の長さを調節します。めい目の長さマニュアルスイッチを巧して占、!5、調節レバーで変更します。 

©自動止めめいスイッチ 

めい始めとめい終わりで自動的にほつれ止めをするとさに使用します。 

©模様還択スイッチ 

スイッチを巧してめいたい模様を選択します。12種類の模様びありまず。をスイッチの上には、使用ずる巧えの記 
号 （A ■ G • J • 印びおされています。詳細は「模様を還ぶ」（一 P.48) で説明します。 


表紙 E 

































-付属品を確認してください 


■糸こまネット 

腰が強い糸をセットするとさに使用します。 
(音に品つード： XA 已已23-日已 0) 


■ リッパー 

城い目をほどいたり、ボタン巧を切り開くとき 
に使用します。鄕品コード； X 己 4243-001) 




■巧え（日種） 

めいちに合った押えが用意されています。巧 
えには A • G ■ I • 」 • R の記号が記されていま 
す。 

□ ボタン巧かがり押えく A > 

ほ IS コード： XC2 色9 1-0 曰 1) 


□ たち目かが Of 甲えく G > 

鄕品コ ーK :XC 3098 -0 曰 1) 


□ 片巧えく I 〉 

馆临コ ーK : X已9370 -0 曰1 ) 



□ ジグザグ巧え < J 〉 

ほ IS コード： XC 3021 -0 曰り 


■ ボビン 

下糸を巻いて使用します。本機専用のちのが 
4個付属しています。そのうちの1個は、購 
入時に證にセットされています。馆 B 品コー 
ド： X 80309-002) 



■ミシン針 ( HAX 1) 

4種類（計目本）の針が付属していまず。糸 
の太さや布地によって使い分けます。 

詳細は「針の種類と使い分け」 （^ P .25) で 
説明します。（部品〕ード： XC 1 日吕目-□已 1) 



赤冉14に本） 

緑#1白 （1 本） 

ニット用金#11 (1 本) 





購入時は、巧えホルダーに取0付け5れてい 
ます。 

□ まつりめい}甲え < R > 

馆品コード：X已目4日目-日日1 ) 
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はじめに 


このたびは、当社の製品をお買い上げいたださ、まことにありびとラございます。 

お使いになる前に「安全にお使いいただくために」（一 P . 已）をよくお読みの上、この取扱説明書をご 
覧になり各機能の正しい使いちを十分にご理解の上、モをくご愛用ください。 

また本書は、読み終わったあとち、いつでちご覧になれるところにな管してくださし、。 


製品の巧長 


■ 上糸通しが簡単でず 


糸こまを本体前側にセットするので、 
上糸通しび簡単です。また針に糸を 
通すのを一発でできます。 (-P20) 



■ ワンタッチで下糸準備が完了 

下糸を引さ上げな<てを城ラことび 
でさます。（一 P.1S) 
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付属品を確認して < ださい . 表紙 A 

付属品 .... …… . …… .... …… . …… . 表紙 A 

補助テーブル内付属品 ............. 表紙 A 

各部の名前とはた5さ .... 表紙 B 

前® ....... 表紙 B 

針•巧え部 . 表紙に 

ち側面•背面 ........... 表紙 C 

操作スイッチ ..... 表紙 D 

表示パネル ... 表紙 E 

(SLJtolC . .....2 

製品の特長 . .…2 

安全にお使いいただ < ために . 6 


1めう前の準備 . 11 

電源を入れましょラ . 12 

電源に関する注意 . 12 

電源を入れる . 13 

電源を切る . 13 

下糸をセツトしましょラ . 14 

ボビンに関するま意 . 14 

下糸を巻く . 14 

下糸をセツトする . 18 

上糸を通しましょう . 20 

針に糸を通す . 23 

腰び強い糸を使ラとさ . 24 

下糸を引さ出してか5说ラとさ . 24 

針を交換ずるには .. . ……2 曰 

針に関するを意 . 2曰 

針の種類と使い分け . 2曰 

正しい針の見分け方 . 2色 

針を交換する . 27 

押えを交換ずるには ... 28 

押えに関するま意 . 28 

押えを交換する . 28 

押えホルダーをがすとさ . 2白 


2めい方の基本 . 31 

めってみまし よ ラ . 32 

ミシンかけの手順 . 33 

巧地をセットする . 34 

S シンをスタートさせる . 35 

返し城いをする . 3色 

純切 S. 38 
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上手にめラコツ . 39 

糸調テを調節する . 3白 

城い目の長さと幅を調節ずる . 40 

試し城いをずる . 42 

说ラち向を変える . 42 

力ーブを说ラ . 42 

厚い布地を城ラ . 42 

薄い布地を城ラ . 43 

伸びる巧地を城ラ . 43 

城いしろの幅をそろえる . 44 

便利 a 機能 . 45 

自動で止めめいをずる . 4已 


3いろいろなめい方 . 47 

めい方を選びましよラ . 48 

模様を還ぶ . 48 

S 5 し巧 一 K . 49 

めいしろを始末する . 50 

ジグヴグ胃/点線ジグヴグ;量 . 50 

たち目かびり^ / g . 50 

地めいをずる . 52 

ずそ上げをする . 53 

ボタン穴をかがる . 己己 

フアスナーを付ける . 58 

つさ合わせ . 己8 

片返し . 59 

伸びる布地やコムテープをめラ . 62 

難&ぃ！ . 62 

ゴムテープ付け;!: . 62 

アップリケやパッチワーク（クレイジーキルト）をずる . 64 

アップ U ヶレ！ . 64 

バッチワーク（クレイジーキルト） . 己已 

丈夫にしたいところをめラ . 66 

H 重めい！ . 66 

その他のめい方 . 67 

筒ちのをめ5 . 67 

フ U - モーションキルトをする . 67 
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4 付録 . 69 

設定 . 70 

模様設定一覧 . 70 

針停止位置の変更 . 71 

33手入 ： n . 72 

本体表面の掃除 . 72 

塞®掃除 . 72 

困ったとき…" . ….….74 

電子音について . 7色 

上ふたびがれたとさ . 7色 

アフターサービス . 77 

tt 様 . 78 

本体 tt 様 . 78 

索引 . 79 

別売オプション . 表紙 F 
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特定しないを険通告 

感電のを険があります 

义災のを険びあります 

やけどのを険びあります 


本書で使用している絵文字の意味は次のとおりです。 


Q 

特定しない禁止事項 


分解してはいけません 


水に濡日してはいけません 

〇 

特定しない義務行為 

运 

電源プラグを抜いてください 


まをにお使いいただ<ために 


本書および本機で使われている表示や絵文字は、本機をま全に正しくお使いいただき、お使いになる方 
や他の人々への危害や損害を未然に防ぐためのちのです。 

その表おや意味は;欠のとおりです。 


警告 
ま意 


この表示を無視して誤った使い方をすると、人が死こまたは重傷を負ラ盾険が想定される 
内容を示しています。 


• この表示を無視して誤った使い方をすると、人が傷害を負ラを険が想定される内容および 
物的損害のみの発生が想定される内容をおしています。 
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本製品をま全にお使いいただくために、じ(下のことびらを守ってください。 


0 

A 

% -般家庭用電源 AC 1 00 V の電源 urn では、絶対に使用 
しないでください。义災•感電 • 故障の原因となります。 

苗 C] 

% 

• UTF のよラなとさは電源スイッチを切り、電源プラグを 
巧いて<ださい。义災•感電•故障の原因となります。 

- S シンのそばを離れるとさ 
-=シンを使巧したちと 
-運転中に停電したとき 
-接触す良、断線などで正常に動作しないとき 
-雷が鳴りはじめたとき 





0 

A 

0 

A 


• 延長コードや分岐コンセントを使用した、たこ足配線は 
しないでください。义災•感電の原因となります。 


♦濡れた手で電源プラグを巧き差ししないでください。 
感電の原因となります。 





A 


• 電源プラグを巧くとさはまず電源スイッチを切り、必ず 
プラグの部分を持って巧いてください。電源コードを 
引っ張って巧くとコードが傷つさ、义災•感電の原因と 
なります。 




t 


♦電源コードを傷つけたり、破損したり、力□エしたり、無 
理になげたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり 
しないでください。また、重い物を載せたり、加熱した 
りすると電源コードが破損し、义災•感電の原因となり 
まず。電源コードまたは電源プラグび破損したときはミ 
シンの使用をやめて、おおくの販売店または「ミシン 
119ま」フ U — ダイヤ J レ0120 -340 -吕33にご連絡< 
ださい。 
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• 長期間ご使用にならないときは、必ず電源プラグをコン 
セントから巧いてください。义災の原因となります。 




♦直射日光の当たるところや、ス I ブ、アイ□ンのそば 
など温度の高いところでは使用しないでください。ミシ 
ンの使用温度は〇〜40でです。ミシン内部の温度が上 
がったり、ミシン本体や電源コードの皮膜が;’容けて义 
災•感電の原因となります。 



• スプレー製品などをご使用の部屋では使用しないでくだ 
さい。スプレーへの引义によるやけどや义災の原因とな 
ります。 


>い が 


• ぐらついた台の上や傾いたところなど、すを定な場所に 
は置かないでください。バランスが崩れて倒れたり、落 
下などしてケガをする原因となります。 



• S シン本体の換気 n をふさがないでくださし、。換気 n は、 
がず壁か5 30 cm じ Lb 離してお使いください。また、換 
気□や フッ トコント□-ラーに糸くずやほこりがたま日 
ないよラにしてください。义災の原因となります。 



参ミシン本体の上に巧びんや水の入った容器を置くなどし 
て、ミシン本体に水をこぼさないでください。万一、内部 
に水などび入った場合は、電源スイッチを切り、電源プラ 
グをコンセントか5巧いて販売店または r ミシン119番」 
フリーダイヤル01 20-340 -吕33にご連絡くださし、。そ 
①まま使用すると义災-感電の原因となります。 



参換気□や内部に異物を入れたり、ドライバーなどを差し 
込まないでください。高圧部に触れて感電のおそれがあ 
ります。万一、異物が入った場合は、使用をやめてお近 
くの販売店または「ミシン119ま」フリーダイヤル 
01吕 0-340 -吕33にご連絡ください。 



S 0A 0A- 0A 0A- 
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o 

参ミシン本体の重さは約 7 .己 kg あります。ミシン本体を持 
ち運びする際は急激、または不用意な動作をしないでく 
ださい。腰や膝を痛める原因となります。 

教> 

o 

• ミシン本体は、必ず八ンドルを持って持ち運びをしてく 
ださい。他の部分を持つとこわれたりすべって落とした 
りして、ケガの原因となりまず。 

祕 

o 

♦ミシン本体には取扱説明書に記載されている正規の部品 
を使用してください。他の部品を使用するとケガ-故障 
の原因となります。 



• お客様ご自身での分解、修理および改造は行わないでく 
ださい。义災•感電-ケガの原因となります。指定むが 
の内部の点検-調壁-掃除-修理は、おおくの販売店ま 
たは「三シン119ま」フ U —ダイヤ J レ01吕 0-340 -吕33 

お 


にご巧頼ください。 


m 

• 取扱説明書に記載されている壁備は、がず電源プラグを 
コンセントか5抜いて行ってください。ケガ-感電の原 
因となります。 

副 ’ 

0 

• ミシン操作中は、針の動きに十分ごま意ください。また、 

針、プーリー、天びんなど、動いているすべての部品に 
手を近づけないでください。ケガの原因となりまず。 

拉 

0 

♦縫製中、布地を無里に引っ張ったり、 f 甲したりしないで 
ください。ケガ•針がれの原因となります。 

ぶ 

o 

• 針の下などに指を入れないでください。ケガをするおそ 
れがあります。 

卷 

o 

• 上糸、下糸等に関する操作については、取扱説明書の指 
示に従って正しく行ってください。取り扱いを誤ります 
と、縫製中、糸が5み等が発生し、針が巧れたり、曲がっ 
たりするおそれびあります。 

、い/ 






















0 

• ながった針は絶巧に使用しないでください。針がれの原 
因となります。 


A 

♦万一、ミシン本体を落としたり、破損したり、故障した 
りした場合は、ただちに使用をやめてお近くの販売店ま 
たは「ミシン119ま J フリーダイヤル01吕 0-340-233 
にご連結ください。そのまま使用すると义災•感電の原 
因とな0ます。 

激' 

A 

€ 

♦万一、煙が出ている、変な臭いがする、異常音がするな 
どの状態のときはすぐに電源プラグをコンセントから巧 
いて、お近くの販売店または「ミシン119蚕_!フリーダ 
イヤル0120 -340 -吕33にご連絡ください。そのまま 
使用ずると义災•感電の原因となります。お客様による 
修理はを険でずか日拖巧に行わないでください。 

筛 

〇 

• ミシン本体が入っていた袋は、お子様がかぶって遊ばな 
いよラに、お子様の手の届かないところに保管するか廃 
案してください。かぶって遊ぶと窒息のおそれがありま 
ず。 


0 

〇 

• お子様の玩具として使用しないでください。お子様がご 
使用になるときや、お子様の近くでご使用になるときは、 
お子様がケガをしないよラ十分ごま意< ださい。 

織 


よ お願い^ 


♦ この S シンは曰本国内向け、家庭用でず。列国では使用でさません。 

This sewing machine can not be used in a f 日 rei 旨 n country as desi 呂 ned for Japan. 
職業用としてご使用になった場含の保証はいたしかねまずので、ご了承ください。 

♦ 仕様およびが観は品質改良のため、予告なく変更することびありますのでご了承ください。 

♦ 本書の内容を許可なく無断で複製することは禁じられておりますので、ご了承くださし、。 

♦ 本書の内容は予告なく変更することびありますので、ご了承くださし、。 

♦ 本書の内容について、万一不審な点や誤りなどお気づきの点びありました5ご連絡ください。 
























1 め 5 巧の準備 

ここでは、めラ前に必要な準備を説明します。 

電源を入れましよラ . 1吕 

下糸をセツトしましよラ . 14 

上糸を通しましよラ . 20 

針を交換ずるには . 2已 

押えを交換ずるには . 28 







♦延長コードや分岐コンセントを使用した、たこ足配線はしないでください。义 
災•感電の原因となります。 

• 濡れた手で電源プラグを巧き差ししないでください。感電の原因となります。 

♦電源プラグを巧くときはまず電源スイッチを切り、必ずプラグの部分を持って巧 
いてください。電源コードを引っ張って巧くとコードが傷つき、义災•感電の原 
因とな0ます。 

♦電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に巧げたり、引っ張っ 
たり、ねじったり、たばねたりしないでください。また、重い物を載せたり、力 □ 
熱したりすると電源コードび破損し、义災•感電の原因となります。電源コード 
または電源プラグが破損したときはミシンの使用をやめて、お近くの販売店また 
は「ミシン119蚕 J フリーダイヤル0120 -340 -吕33にご連結ください。 

• 長期間ご使用にならないときは、必ず電源プラグをコンセントか5巧いてくださ 
し、。义災の原因となります。 


• -般家庭用電源 AC 1 00 V の電源む外では、絶対に使巧しないでください。义 
災•感電-故障の原因となります。 

♦じ(下のようなときは電源スイッチを切り、電源プラグを巧いてください。义災 • 
感電•故障の原因となります。 

-ミシンのそばを離れるとき 
-ミシンを使用したあと 
-運転中に停電したとき 
-接触す良、断線などで正常に動作しないとき 
-雷が鳴りはじめたとき 



めラ前の準備 


電源を入れましよう 




S シンの電源を入れます。 

まず、電源について気をつけなければいけないことを説明します。 


電源に関するを意 


0 A S 


0 A C 


12 











に 

m ： 


電源を入れる 


A 本体ち側面か日電源コードを引き出しま 
一ず。 

電源プラグを持って弓 I つ張ってください。 



〇 


•電源コードの端には、ホのテープび巻い 
てあります。この印び見えたら、電源コー 
ドをそれ(上引さ出さないでください。 

電源プラグを家庭用電源コンセント 
( AC 100 V ) に差し込みます。 



© 


本体ち側面の電源スイッチのち側 （ I 側） 
を巧します。 



電源を切る 

'シンを使い終わったら、電源を切ります。また 、 S 
シンを移動するとさは、必ず電源を切ってから移動 
してください。 

A ミシンび止まっていることを確認します。 

© 本体ち側面の電源スイッチの左側(〇側） 
を巧します。 



^ 電源び切れ、ランプび消えます。 

& 電源プラグをコンセントか5抜きます。 

電源プラグを持ってあいてください。 

A 電源コードを！〜己 cm ほど引いてか日 
手を離します。 

^ 電源コードび本体に収納されます。 


よ お願い 


運転中に停電び発生したとさは、電源スイッチを 
切ってか5電源プラグを巧いてください。再度5 
シンを動かす場合は、手順に従って正しく操作し 
て < ださい。 


電源が入り、手ちとランプと表示パネルのラ 
ンプび点灯します。 


め5前の準厢 


電源を入れましよラ 


13 







































めラ前の準備 


下糸をセットしましよ 



下糸用の糸をボビンに巻いてか5、5シンにセツトします。 

まず、ボビンに関して気をつけなければいけないことを説明します。 


ボビンに関するミ主意 


〇 


• 必ず専用ボビン（部品コード： X 80309-00 吕）をご使用ください。他のボビン 
を使用ずると、ケガ•故障の原因となります。 


r V . 、 



4 が …體■イ 

♦付属のボビンは本機専用のをのです。従来品を使用すると、正しく動作しません。必ず付属品、または 専用ボビ 

ン 馆品コード： X 803 日目-日日 2) をご使用ください。 

A ' - S 


実物大 

11.己 mm 




専用品 

従来品 


下ホを卷く 

下ホ用の糸をボビンに卷さます。糸とボビンを用意してください。 




参下糸をきくときの糸を通す順番び、本体に点線でおされています。そち6ちあわせて見てください。 
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の 電源 


を入れます。 


•「電源を入れる」（一 P .13) を参照してく 
ださい。 


〇 上ふたを上に開けます。 



@ ボビンのミゾと下糸巻き卽バネの位置を 
W 合わせて、ボビンを軸に差し込みます。 


ミゾ 



Q 軸にセツトしたボビンをち側に巧します。 



© 


糸たて棒に差し込んである糸こま巧えを 
巧きます。 



@ 下糸用の糸こまを糸たて棒に差します。 

糸こまを横にして、下側から手前に糸び 
出る向きにして差します。 



の 


♦正しい向をにセットしないと、糸たて棒 
にホびからまることびありまず。 

糸こま巧えを糸たて棒に差し込みます。 

糸こま巧えはかし丸みをおびている平 b 
な面を左側にして、糸こまび糸たて棒の 
ち端までいくよラにちいつぱいまで差し 
込みます。 



I 糸こま押えは大/中/ルの3種付属して 
います。糸こまの直径より大きいホこま 
押えを使用してください。購入時は、糸た 
て棒に糸こま押え中びセツトされていま 
す。 

糸こま巧え大 糸こま巧え中 


L 


J 


-ホこま- 

I 綾卷き（チーズ巻き）の糸こまを使用する 
ときは、ホこま押えルを使用し、糸こまか 
ら少し離してセツトしまず。 

糸こま 

すを間 I 


糸こま巧えか 


め5前の準厢 


下糸をセットしましよ/つ 
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めラ前の準備 



A 

〇 


• 糸こまの向きや糸こま押えが 
正しくセツトされていない 
と、糸たて棒に糸がか日まり、 
針巧れの原因となります。 


• 糸こま巧え大/中/ルは糸こ 
まの大きさに合わせてご使巧 
ください。糸こまよりルさい 


糸こま押えを使用ずると、糸 


こまの切り欠きなどに糸び 
引つかかり、針がれの原因と 
なります。 


X 


© 


糸こまをち手で押さえながら左手で糸を 
引さ出し、糸案内カバーの後ろ側か日手 
前に糸をかけます。 



© 糸案内板のち側か5下を通して糸をかけ 
一まず。 


® 糸をちに引いて下糸まき案内の凸部に向 
W こう側か5糸をかけ、皿の間に左回りに 
糸をかけます。 




の 


下糸卷き案内にかけた糸を左手で巧さえ、 
引き出した糸をち手でボビンに時計回り 
に4〜己回卷き付けます。 



0 


糸の端をボビン受け座のガイドミゾに 
引っかけて、ちに引きまず。 



ガイドミゾ（カッター付） 

糸び適切な長さで切れます。 



〇 


• 赵ず上記の方法で糸を切って 
<ださい。ガイド S ゾのカッ 
ターで糸を切らずに下糸を卷 
くと、糸量が少なくなったと 
きにボビンに糸がからまり、 
針が巧れたり、巧がったりず 
るおそれびあります。 
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( E ) スピードコント□-ルレバーをち（はや スピードコント□-ルレバーをもとに戻 

く）に動かします。 W しておきます。 



の 


@ (スタート/ストップスイッチ）を 
1回巧します。 


① 

⑩ 


13 


スタート/ストップスイッチ 


0 


^ ボビンび回転し、下糸巻きびスタートします。 
^ きを終わるとボビンの回転び止まります。 

® (スタート/ストップスイッチ）を 
1回巧します。 




〇 


参下糸は正しくをかれたものを 
ご使用ください。下糸のまき 
方が悪いと、針巧れや糸調子 
不良の原因となります。 


〇 X 




麼ぉ知 5せ> 


♦ 下糸を巻いたあとに S シンをスタートさせたり 
プー1」 一を 回すと、「ガチャ」といラ音びするこ 
とびありますび、故障ではありません。 


ミシンびストップします。 


巻き終わりの糸をはさみで切ります。 



の 


下糸巻き軸を左に戻し、ボビンを軸から 
がします。 



め5前の準備 


下糸をセットしましよラ 
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めラ前の準備 


下ホをセツトする 

下ホを卷いたボビンを蓋にセツトします。 


©ち 手でボビンを持ち、左手でまき終わり 
のみを持ちまず。 


〇 


参下糸は正し<をかれたちのを 
ご使用ください。下糸の巻き 
方び悪いと、針巧れや糸調子 
不良の原因となります。 


〇 X 




r > お願い1—— 

♦ 付属のボビンは本機専用のをのです。従来品を使 
用すると、正しく動作しません。必ず付属品、ま 
たは専用ボビン （部品 コード： X 8 日 3 日日- 00 2) 
をご使用ください。 

実物大 


11.己 mm 


専用品 従来品 



A 針板ふたのち側にあるつまみをちに動か 
^ しまず。 


針板ふたつまみ 



〇 針板ふたを取り外します。 



• ボビンを落とさないよラにミ主意してくだ 
さい。 

0 糸が左巻きになるようにして、ち手でボ 
ビンを ii に人れます。 



• 糸の方向にミ主意してください。 

@ ち手でボビンを軽く押さえ、左手で卷き 
» 終わりの糸を図のよラに引っかけます。 



© 図のようにミゾにそって糸を通し、手前 
— ^ に引きます。 
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E!r ~ 


o 


• ボビンは必ず指で巧さえ、正 
しい方向から糸が出るよラに 
セットしてください。万一、 
ボビンを逆の方向にセットす 
ると、針巧れや糸調子不良の 
原因となります。 


み 針板ふたをもとに戻します。 


針板ふたの左下の部分を本体に差し込ん 
でから、ち側を上から巧します。 



^ 下糸のセツトび完了します。 

巧に上糸を通します。「上糸を通しましよ 
ラ」（一次ページ）に進みます。 


お知らだ= 

下糸は引き出さずに、このまま说い始めることび 
できます。下糸を引き出してから城ラ場合は、上 
糸を通してか5「下糸を引き出してから说ラと 
さ」（一 P ぶ 4) を参照して<ださい。 


め5前の準備 


下糸をセットしましよラ 
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上糸を通しましよ 5 




〇 電源を入れます。 


♦「電源を入れる」 （^ P .13) を参照してく 
ださい。 


^ f 甲え レバーを 上に上げます。 



押えび上び0ます。 


♦押えび下びっていると、上ホを通すこと 
びでさません。 


上糸用の糸をセットし、針に通します。 



( 


〇 

〇 

1 

パ^口 



L 公 お知らだ） 

\ 

び、本体に実線（一）でおされ 
らちあわせて見てください。 

♦ 上糸を通す順番 
ています。そち 


〇 


_ b み通しは指示に従って、正し 
く行ってください。糸が正しく 
通されていなし觸合、糸がか日 
んで針が巧れたり、巧がったり 
ずるおそれびあります。 
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Bl 


O 


① (針上下スイッチ）を 1 回または2 
回押して、針を上に上げます。 




Q 上ふたを上に開けます。 



© 


@ 上糸用の糸こまを糸たて棒に差します。 

糸こまを横にして、下側か日手前に糸び 
出る向きにして差します。 



I 針び正しく上に上びってし)ない場合、上ホ 
を通ずことびでをません。プー U —のしる 
しび下図のように上にきている状態び、正 
しい位置です。この位置にきていないとき 
は、必ず針上下スイツチで針を上に上げて 
から、 L ツ降の操作をしてください。 


ブーリーのしるし 


e 


♦正しい向をにセットしないと、糸たて棒 
にホびからまることびありまず。 

糸こま巧えを糸たて棒に差し込みます。 

糸こま巧えはかし丸みをおびている平ら 
な面を左側にして、糸こまび糸たて棒の 
ち端までいくようにちいつぱいまで差し 
込みます。 



• ホこま押えは大/中/ルの3種付属してい 
ます。ホこまの直径より大きいホこま巧え 
を使用してください。購入時は、糸たて棒 
にホこま巧え中びセツトされています。 

糸こま巧え大 糸こま巧え中 


L 


J 


糸たて棒に差し込んである糸こま押えを 
抜きまず。 



ホこま 

I 綾卷き（チーズ巻き）の糸こまを使用する 
ときは、ホこま押えルを使用し、糸こまか 
ら少し離してセツトします。 

糸こま 

I 


すを間 


糸こま巧えか 


め5前の準偏 


上糸を通しましよラ 
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めラ前の準備 


A 

〇 


• 糸こまの向さや糸こま押えが 
正しくセツトされていない 
と、糸たて棒に糸がからまり、 
針がれの原因となります。 

• 糸こま巧え大/中/ルは糸こ 
まの大ささに合わせてご使用 
ください。糸こまよりルさい 
糸こま押えを使用ずると、糸 
こまの切り夕きなどに糸び 
引つかかり、針がれの原因と 
なります。 


X 


© 


糸こまをち手で巧さえながら左手で糸を 
引さ出し、糸案内カバーの後ろか日手前 
に糸をかけます。 



^ 糸案内板のち側か日下を通して糸をかけまず。 



® 糸案内楓こ引っかけた糸をち手で押さえ、 
y =ゾにそって上一左一下一上一下の順に 
糸を通します。 


シャツター 



このとさ押えび下びっていると図の 
シャッターび閉まった状態になるため、 
上糸を通すことびでさません。必ず巧え 
を上げてシャッターび開いている状態で 
上糸を通してください。 


シャツター 



( n 針の根もとにある針棒糸かけに糸をかけ 
一まず。 



このあと、糸通し装置を使って糸を針に 
通します。 r 針に糸を通す」（一次ぺージ) 
に進みます。 


吕吕 

















































































































に_ 

反-::- 


針に糸を通す 



糸通し装置は11〜]已まのミシン針を使ラとをに 
使用でさます。針についての詳細は「針の種類と使 
い分け」（一 P .2 已）で説明しまず。 



針棒糸かけにかけた糸の端を左に引さ、 
糸案内皿の間に前から糸を通します。 




© 本体左側面の糸切りに糸を引つかけて切 
りまず。 


A 本体左側面の糸通しレバーを r ガチャ J と 
y 音びするまで下げます。 


ホ通し レバー 



^ 糸び針巧に通ります。 

@ 糸通しレバーか日手を離します。 


© 通った糸の輪の部分をゆっくりと引き、 
W 糸の端を引き出します。 




糸 

を 

通 

し 


ぶ 

ラ 



Q 巧え レバーを 下に下げます。 



©巧え レバーを上に上げ、糸の端を巧えの 
^ 間に通して後ろ側に己 cm ほど引き出し 
まず。 



^ 上ホのセツトび完了します。 

これで下糸と上糸の準備びでさました。 


'、 * お願い] 

\ 

) 

上びっていないと、糸通し装置で 
でさません。必ず針上下スイッチ 
てか5操作してくださし、。 

♦ 針び正しく上に 
糸を通すことび 
で針を上に上げ 


吕3 

































めラ前の準備 


腰び強い糸をほ5とを 


ナイロン透明ホやメタリツクホなどの腰び強いホを 
使用する場合は、付属の糸こまネツトを糸こまに付 
けてからホたて棒にセツトします。 

ネットび長い場合は、ホこまの大きさに合わせて 
巧って使用します。 


糸こまネット 糸こま 



糸たて棒 


下ホを引を出してか6め5とを> 

ギヤヴーやフ U - モーションキルトをめラ場合など、 
あらかじめ下糸を引を出しておくとさは、じ(下の操 
作を行います。 


針上下スイッチ 



^ 下糸び針巧から輪になって引さ出されます。 


( 4 ) 上糸をゆっくりと上に引きます。 



( l ) ボビンを蓋に入れます。 

• r 下ホをセットずる」（一 P .18) の 〇 
〜 © を参照してください。 

( p ) 引き出した糸をミゾにそって通します。 

このとき、カッターで糸を切らないでく 
ださい。 



左手で上糸を軽く持ち 、 CD (針上下ス 
イッチ）を 2 回巧します。 


(5) 下糸を己 cm ほど引き出し、上糸とそろえ 
一 て巧えの下を通します。 



針板ふたをもとに戻します。 

針板ふたの左下の部分を本体に差し込ん 
でか日、ち側を上か日巧します。 


〇 
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針を交換ずるには 


ここでは、ミシン針について説明します。 

まず、針について気をつけなければいけないことを説明します。 


針に関するを意 

針を取り扱うときのを意を説明します。し U 下のを意を守らないと、針び巧れて飛び散るなど大変を険です。よ 
く読んで必ず守ってください。 


〇 

0 


• 針の交換は必ず電源スイッチを切って行ってください。万一、スタート/ストッ 
プスイッチが巧されると、ミシンが作動してケガの原因となります。 

♦針は必ず家庭用ミシン針 (HA X 1 ) をご使用ください。その他の針を使用する 
と針巧れや故障の原因となります。 

• ながった針は絶対に使用しないでください。針がれの原因となります。 


針の種類とほい分け 

S シン針は巧化やホの太さによって使い分けます。なの表を参考にして、布地に合ったホと針を選んでくだ 
さい。 


巧地の特街*種類 


吉シン糸 
種類 太さ 


がの種巧 


普通地 

フ□-ド 

カタン糸 

6己〜80 

11-14 

タフタ 

合繊糸 

フラノ -ギヤノくシン 

絹糸 

50-80 

薄地 

□—ン 

カタン糸 

6己〜80 

日〜]] 

ジョーゼット 

合繊糸 

ポーラ 

絹糸 

己己〜80 

厚地 

デニム 

カタン糸 

30-50 

14-16 

コー デュ□ィ 

合繊糸 

已〇 

ツィード 

絹糸 

のぴるな地 

ジャージ 

ニット巧糸 

己0〜巨〇 

ゴールデン針 

1 ] 〜14 

卜 U つット 

ほつれやずい巧地 

カタン糸 

50-80 

日〜]4 

合繊糸 

絹糸 

ステッチ糸の場合 

合繊糸 

30 

14-16 

絹糸 


め5前の準備 


針を交換ずるには 
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めラ前の準備 


| P お知 S だ \ = 

♦ 糸は数字びルさいほど太く、針は数字び大さいほ 
ど太くなります。 

♦ ゴールデン針は伸縮性のあるを地や目びとびやす 
し、布地に使用します。 

♦ ナイ□ン透明糸は、巧地や糸にかかわ日ず14〜 
16蚕の針を使用してください。 

♦ 購入時は、1 ] 蚕の針び S シンに取り付け5れて 
います。 


〇 


• 巧地と糸と針の組み合わせ 
は、前ぺージの表に従ってく 
ださい。組み合わせが適切で 
ない場合、特に厚い布地（デ 
ニム等）を細い針 （9 〜11 
ま）でめラと、針が巧れたり、 
巧がったりするおそれがあり 
まず。また、めい目がふぞろ 
いになり、めいじねや目とび 
の原因にもなります。 


正しい針の見分け方 


針び曲びった状態で使用すると、途中で折れてしま 
ラことびあり非常に危険でず。 

使用する前に、針の平らな面を平らな板に合わせ、 
針と板のずさ間び平行かどラかをお認します。 


/ 

針の種類が刻印 
されていまず 


平百な面 


■ 良い針 



■ 悪い針 

ずを間び平行でない場合は、針び曲びっていま 
ず。その針は使用しないでください。 



吕6 

























針を交換する 

針を交換しまず。「正しい針の見分けち」で確認した 
まっすぐな針と付属のドライバーを用意してくださ 
し、。 


〇 


CD (針上下スイッチ）を1回または吕 
回押し、針を上に上げます。 



〇 電源を切ります。 


I 止めネジをゆるめたりしめたりするとき 
に、無理な力を加えないよラにしてくだ 
さい。故障の原因となります。 



み 

3 新しい針の平日な面を後ろ側に向けて、 
» ストッパーにあたるまで差し込みます。 



:: 


© 


針を左手で押さえたまま、ドライバーで 
止めネジをしめます。 



@ 巧えレバーを下に下げます。 



©左手で 針を持ちなび5、ち手でドライ 
パ’一を手前に回して針の止めネジをゆる 
め、針を巧きまず。 


〇 


針は必ずストッパーに当たる 
まで差し込み、止めネジを付 
属のドライバーで確実にしめ 
てください。針が十分に差し 
込まれていなかったり、ネジ 
のしめ方がゆるいと、針巧れ 
や故障の原因となります。 


ドラィバー 


冬— 1 


止めネジ 


め5前の準隔 


針を交換ずるには 
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めラ前の準備 


巧えを交換するには 



巧えとは、巧び浮かないよラに押さえる部品のことをいいます。 
まず、押えについて気をつけなければいけないことを説明します。 


巧えに関するを意 



〇 


• 押えの交換は必ず電源スイッチを切ってか日行ってください。万一、スタート/ 
ストップスイッチが巧されると、ミシンが作動してケガの原因となります。 

• 模様に適した押えを使用してください。誤った押えを使用すると、針が押えに当 
たったり、巧れたり、巧がったりするおそれがあります。 

• 巧えはぶ、ず本機専用の巧えをご使用ください。その他の巧えを使用するとケガ • 
故障の原因となります。 


押えを交換する 



押えの取り外し方と取り付け方を説明します。 


〇 


CD (針上下スイッチ）を1回または2 
回巧し、針を上に上げます。 



〇 電源を切ります。 



© 巧え レバーを 上に上げまず。 



^ 押えび上びります。 


A f 甲えホルダーの後ろ側の黒いボタンを巧 
y しまず。 



^ 押えび巧えホルダーか5がれます。 
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o 


新たに取り付ける押えのピンの部分と巧 
え ホルダーの =ゾが合ラ位置に f 甲えを置 
さまず。 

押えに記されている A ■ G ■ I • J • R の巧 
え記号び読める向さに置さます。 


巧えホルダー 



© 


巧えレバーをゆっくり下げて、巧えホル 
ダーの三ゾを巧えのピンにはめます。 



©巧え レバーを上げて、巧えが取り付け5 
胃 れていることを確認します。 


(2) ドライバーで f 甲えホルダーのネジをゆる 
一 めます。 



■ 巧えホルダーを取り付けるとき 

n) f 甲えホルダーを巧え棒の左側と下側に合 
^ わせまず。 



(2) 巧えホルダーをち手で巧さえ、左手でド 
ー ライバーを回してネジをしめます。 



巧えホルダーをかすとを 

お手入れをずるとさや別売のキルト押えなどを取り 
付けるとさは、押えホルダーをがします。付属のド 
ライバーを用意します。 

■ 巧えホルダーを外すとき 


© 


巧えをがしまず。 


ぶ お願い 


♦ 巧えホルダーび正しく取0付け5れていないと、 
正しい糸調テにな5ないことびあります。 


• r 押えを交換する」（^前ぺージ）を参照 
して < ださい。 


め5前の準厢 


巧えを交換ずるには 
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s めい方の甚本 

ここでは、薑本のめい方と上手にめラコツなどを説明しまず。 

めってみまし よ ラ . 32 

上手にめう コツ . ….……39 

便利な機能 ...."4 已 





• ミシン操作中は、針の動きに十分ごま意ください。また、針、プーリー、天びん 
など、動いているずベての部品に手を近づけないでください。ケガの原因となり 
まず。 

♦縫製中は布地を無理に引っ張ったり、 f 甲したりしないでくださし、ケガ•針巧れ 
の原因となります。 

• 曲がった針は絶巧に使用しないでください。針がれの原因となります。 

• めう際には、まち針などが針に当た日ないようにま意してください。針びがれた 
り、ながったりするおそれがあります。 


めい方の甚本 


めつてみましよ5 


ここでは、基本のめい方を説明します。 

5シンをかける前に、を意事項を説明します。 


0 AO 
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s シンかけの手順 

5シンをかけるときの基本の手順はなのとおりでず。 


1 

電源を入れる 

ミシンの電源を入れます。 

「電源を入れる」（一 P .]3) を参照してください。 

1 

2 

模様を選な 

1 

めラ箇所に合わせた模様を選びます。 

模様の詳細は、「模様を選ぶ」 （^ P .48) で説明します。 

1 

3 

巧えを取り付ける 

模樣に合った押えを取り付けます。 

「押えを交換する」（一 P .28) を参照してください。 

1 

4 

巧地をセツトする 

めう箇所をミシンにセットします。布地の表-裏や、めう 
順まにミ主意しましよラ。 

詳細は「布地をセットする」（^夕ぺージ）で説明します。 




1 

5 

スタート 

S シンをスタートさせます。 

詳細は「ミシンをスタートさせる」（一 P .3 巳）で説明しま 
す。 

1 

6 

糸切り 

めい終わった糸を切ります。 

詳細は「糸を切る」 （^ P .38) で説明します。 


めい方の基本 


めつてみましょラ 


33 






























めいちの昼本 


巧化をセツトする 

布地の表■裏や、めラ順まにを意して巧 i 也をセット 
します。 

の 電源を入れます。 



© 巧えレバーを下に下げます。 



^ 巧巧びセツトでさました。 


このとさ、模様は「直線（左)」び自動的 
に選択されます。 


© CD (針上下スイッチ）を 1 回または吕 
^ 回巧し、針を上に上げます。 



Q 押えの下に巧地を置きます。 

めいしろびち側になるよラに置くと、 
まっすぐにめいやすく、ホ分な巧化び 
じゃまになりません。 

〇 左手で糸と布地を巧さえ、ち手でプー 
リーを手前に回して布地に針を刺します。 

返しめいをする場合は、その分手前の位 
置に針を刺します。 
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s シンをスタートさせる 

準備びできたら、ミシンをスタートさせます。 

S シンをスタートさせるには、指で操作するち法と、 
別売のフットコント□-ラーを使って足で操作する 
ち法びありまず。 

■ 指で操作ずる 

操作スイッチの(スタート/ストップス 
イッチ）を押して操作します。 

スピー ド コント □-ル レバーを 左ちに動 
^ かして、速度を調節します。 

左にすると遅く、ちにすると速くなります。 



(スタート/ストップスイッチ）を 
^ 1回巧します。 



^ ミシンびスタートします。 

参スター ト直後と スタート /ストップスイッチ 
を押し続けている間は、ゆっくり進みます。 

@ めい終わりまで進んだ5、もう一度壊 f 
^ (スタート/ストップスイッチ）を1回巧 
します。 


足で操作ずる 

別売の フッ トコント□-ラーを使って足で操作 
します。 



© 


電源を切ります。 

フットコント□-ラーを接続するときに、 
あやまって S シンび動作しないよラ、必 
ず電源を切っておさます。 


(2) 本体ち側面のフットコント□-ラー 
ジャックに、フットコント□- ラーの プ 
ラグを差し込みます。 


フットコント□—ラージャック 



(3") 電源を入れまず。 
@ 


スピードコント □ —ルレバーを左ちに動 
かして、速度を調節します。 

左にすると遅く、もにすると速くなります。 



参スピードコント□ールレバーで設定した速度び、 
フットコントローラーの最高ま度になります。 


針び下びった（巧地に刺さった）状態で5 
シンび止ま D ます。 


めい方の基本 


めつてみましょラ 
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参フッ トコント□-ラーに 糸く 
ずやほこりなどがたま5ない 
よラにしてください。义災 • 
感電の原因となります。 

参フッ トコント□-ラーの 上に 
物を置かないでください。ケ 
ガ•故障の原因となります。 

• 長期間ご使用にな日ないとき 
は、フットコント □ —ラーの 
プラグをジャックか5巧いて 
ください。义災•感電の原因 
となります。 


(5) めう準備びできた5、フットコント □- 
^ ラーをゆっくり踏み込みます。 

深く踏み込むと速く、浅く踏むと遅くな 
ります。 



I 強く踏むと5シンび速く進んでしまラの 
でを意して < ださい。 

> 5シンびスタートします。 


(is) めい終わりまで進んだ! 5 、 踏むのをやめ 
、ノ まず。 


針び下びった（巧化に刺さった）巧態で S 
シンび止まります。 


|^お知6せ^= 

I 泰 —7'、， k — レロ—二 


フットコント□ーラージャックにフットコント □- 
ラーのプラグび差し込まれていると、操作スイッチ 
のスタート/ストップスイッチは使用でさません。 
ミシンを止めると、針は下びった状態になりま 
す。ミシンを止めたときに針び上になるように設 
定を変更ずることちでさます。詳細は「針停止位 
置の変更」（― P .71) を参照してください。 


返しめいをする 

他のめい目と重ならないところやあき止まりなどの 
直線めいのとさに、糸の端びほつれないよラに返し 
めし)をします。 

A めラ端か53〜己針分手前に針を刺しま 



© Cu ) (返しめいスイッチ）を巧します。 



© 


返し城いスイッチを巧している間、樓ろに向 
かって針び進みます。 


3〜己針ほどめった5、返しめいスイッ 
チか5手を離しまず。 


ミシンび止まります。 


0 A-A 
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区-_ 

E—L_ 


o 


^ (スタート / ストップスイッチ）を 
巧ずか、またはフットコント□ーラーを 
踏みまず。 


(第^ — II . めい抬め 

ti ; し 風 



I スタートの手順は、「ミシンをスタートさ 
せる」（一 P .3 巳）を参照してください。 

> 通甫の向さに針び進みます。 



© 


めい終わりまできた5、じ y (返しめい 
スイッチ）を巧します。 


返し城いスイッチを巧している間、後ろに向 
かって針び進みます。 



© 


3〜己針ほどめった5、じジ（返しめい 
スイッチ）か5手を離します。 


-めい絡わり 


ぶ）- 


模様をめラとさ 

直線-ジグヴグ(外の模様でめっていた場合に 
cry (返しめいスイッチ）を押すと、止めめい 
になります。止めめいは、その位置で3〜已針 
重なります。 


■ めい始めとめい終わりが重なる場合 

筒ちのなどめぃ目び1周するをのの場合は、返 
しめいをしないでめい始めて、1周したらめい始 
めのめい目に3〜已針重ねてめいまず。 



めし喉わり 


ミシンび止まります。 


めい方の碁本 


めつてみましょラ 
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めい方の昼本- 


糸を切る ， 

めい終わったら、糸切りを使って糸を切りまず。 

〇 めい終わってミシンを止めた5 、① 
W (針上下スイッチ）を1回巧します。 



〇 巧え レバーを 上げます。 



©布地を 左に引き、本体左側面の糸切りに 
W 上糸と下糸を引っかけて切ります。 
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上手にめ 5 コツ 


ここでは、上手にめラためのコツを説明します。三シンかけをするとさの参考にしてください。 


糸調子を調節する 

上ホと下糸の強さのバランス（糸調テ）を調節しま 
す。 

思い通りの糸調子にならないとさや、特殊な糸や素 
材をめラ場合などは、上糸の調テを強く、または顏 
くして調節します。 

上ふた内の、糸調モダイヤルを使用します。 

■ 正しい糸調子 

上ホと下糸び巧の中央でまじわります。巧化の 
表には上糸、裏には下糸だけび見える状態でず。 



下糸 


■ 上糸調子が強いとさ 

布地の表に下糸び見えている状態です。 



下糸 


表か S 下ホ 
び見える 


ホ調モダイヤルを左に回し、数字をルさく（上糸 
を弱く）しまず。 



■ 上糸調子が弱いとさ 

布地の裏に上ホび見えている状態です。 

裏か旦上糸 
が見える 



下ホ 


ホ調モダイヤルをちに回し、数字を大きく（上ホ 
を強く）しまず。 



めい方の含本 


上手にめラ n ツ 
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めいちの昼本 


めい目の長さと幅を調節する > 

めい目の長さ （1 針び進む長さ）と幅（ジグヴグの 
振り幅）を調節します。 

通常は、模様を選択すると自動的に適切な長さと幅 
び設定されます。 

■ めい目の長さ 

(^) 表示パネルのめい目の長さマニュアルス 
ー イッチを1回押します。 


^ めい目の長さマニュアルスイッチび点巧しまず。 

〇2) めい目の長さ調節レバーを上下に動かし 
、ノ まず。 

レパーを上にするとあ日くなり、下にす 
ると細かくなります。 


めい目の長さ 
調節レバ‘一 



めい目の長さ 
マニュアルスイッチ 


■ めい目の幅 

模様の幅（ジグヴグの振り幅）を調節します。 

表示パネルのジグザグの振り幅マニュァ 
^ ルスイッチを1回巧します。 


^ ジグヴグの振り幅マニュアルスイツチび点 
打します。 

@ ジグザグの振り幅調節レバーを上下に動 
^ かします。 

レバーを上にすると幅び広くなり、下に 
するとせまくなります。 


ジグザグの振り幅 
調節レバ‘一 



ジグザグの振り 幅 
マニュアルスイッチ 


模様び r 直線（左） i 」またはに重めい 
f 」の場合は、針の位置び調節でさます。 
レバーを上にすると針位置びちになり、 
下にすると左になります。 


• 模様に合った適切な値に自動設定ずると 
さは、もラー度めい目の長さマニュアル 
スイッチを押します。 


〇 


参めい目が詰まる場合は、めい 
目の長さをあ日くしてくださ 
し、。めい目が詰まった状態で 
めい続けると、針が巧れた 
り、巧がったりするおそれが 
ちります。 


ひろし1 



はまし、 




• 模様に合った適切な値に自動設定すると 
さは、もラー度ジグヴグの振り幅マニュ 
アルスイッチを押します。 


A 


• 振り幅を調節したときはプー 
リーをゆっくりと手前に回 
し、針が巧えに当たらないこ 
とを確認してください。針が 
巧れたり、巧がったりするお 
それがあります。 
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模様別設定値 

模様によって設定でをるめい目の長さと幅び異なります。模様を還択した直後とマニュアルスイッチ 
を押していないとさは、「自動」の値になります。単位は mm でず。 


模樣巧え 


めい目の長さ 


直線 

を 

口 

1 

1 

1 

J 

2.5 

日ぶ〜己. 0 

0 

日〜7.0 

中 

の 

1 

1 

1 

」/l 

- 

- 




伸縮めい 

\ 

J 

2.5 

1. 日〜 4.0 

1.0 

1. 日〜 3.0 

バグザグ 

画 

J 

1.4 

0 〜 4.0 

3.5 

2 .己〜己. 0 



1 

G 

2.0 


3.5 


たち目かが 0 




1. 日〜 4.0 


2 .己〜己. 0 








G 

2.5 


已 .0 





R 





まつ 0 めい 



2.0 

1. 日〜 3 .已 

0 

十 3 .日〜一 3 .日 






R 













点線ジグザグ 

•こ> 

J 

1.0 

日ぶ〜 4.0 

已.日 

1 .己〜 7.0 

兰重めい 

口 

III 

III 

III 

J 

2.5 

1 .己〜 4.0 

0 

日〜7.0 

アップリケ 

I 

J 

2.5 

1 .目〜 4.0 

3.5 

2 .己〜百. 0 

ボタン巧かびり 

n 

A 

0.4 

日ぶ〜 1.0 

已 .0 

3 .日〜 5.0 










上手にめラ n ツ 


めい方の含本 
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めいちの昼本 


試しめいをする 

本機は、布地に合わせて糸や針を選んで模様を還択 
ずると、それに合わせて自動的に糸調子やめい目の 
長さ-幅び適切に設定されるよラになっています。 
しかし、巧の種類やめい方によっては必ずしち思い 
通りにならないことびあるので、試しめいをずるよ 
つ I ししましょ つ。 

試しめいは、実際の布地のはざれと糸を使用して糸調 
モやめい目の長さ' 幅をお認します。めいちや巧を何 
枚重ねてめラかによってをめった結果は異なるので、 
実際にめラをのと同じ状態で試しめいをします。 


めラ方向を巧える 


ちまでめった5、ミシンを止めます。 

このとき、針び下びった怖地に刺さっ 
た)状態にしておさます。ちし針び上びっ 
ている場合は 、 CD (針上下スイッチ) 
を巧します。 


カーブをめラ 

を手で巧 i 也の向こラ側（めい終わったち）を少し 
引っ張ってち向ををえなび日進めまず。「ぬいしろの 
幅をそろえる」 （^ P .44) を参考にして、めいしろ 
と平行になるようにゆっくりとめいます。 


ジグヴグ模様をめラとさは、めい目の長さを短めに 
ずるとされいに仕上びりまず。 


Q 巧えレバーを上げ、巧を持って回します。 

針位置を基点に回転させます。 



@ 巧えレバーを下げ、続さをめいます。 


厚い巧地をめう 

■ f 甲えの下に布地が入らないとき 

押えレバーをさらに上に上げると、押えびちラ 
一段階上びります。 
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■ めい始めに段差びあって布地び送らないとき 

ジグヴグ押え < J > には、押えを水平にする機能 
び付いています。 



の 


め5ち向 


布地に段差びあって送5ない場合は、巧 
え レバーを いったん上げます。 


(2) ジグザグ巧え < J > の左側の黒いボタンを 
^ 巧したまま、巧えレバーを下げます。 



押えび水平になり、巧巧びち5れるよ5に 
なります。 


薄い巧地をめラ 

薄い布地の場合、めい目びつれてしまったり、巧び 
ラまく送れないことびあります。 

その場合は布地の下に八卜□ン紙などの薄い紙を敷 
いて、布地と一緒にめいます。めい終わったら、紙 
をやぶいて取り除さます。 



伸びる巧地をめ5 

あらかじめしつけをして、布地を引っ張らないよう 
にめいまず。 



めい進めると、巧えはちとに戻ります。 


0 


参 6 mmlU 上の厚物をめったり、 
巧理に巧地を巧しこんだりす 
ると、針が巧れたり、ながっ 
たりずるおそれがありまず。 


めい方の畳本 


上手にめラ n ツ 
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めいちの昼本 


めいしろの幅をそろえる 


めいしろと平斤にまっすぐめラとさは、めいしろの 
端びち側になるよラにめい始め、押えのち端か針板 
の目盛りを見なびらめいます。 

■ 巧えを基準にする場合 

押えのち端を参考にしてめいまず。 


めい目一 



■ 針板を基準にする場合 

直線（左）のめい目の基点から針板は1巳 mm 離 
れています。針板に刻まれている目盛りを参考 
にしてめいます。上側の目盛りは1/8インチ（約 
3 mm ) 単位、下側の目盛りは已 mm 単位になつ 
ています。 




めい目一! 

句— 

巧ぇ一 


?111 


〇 


h 已 mm 


針板 


in 


III 


-0 


CJ 

〇 




インチ 
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便利な機能 


) 


ここでは、覚えておくと役に立つ機能について説明します。 

自動で止めめいをする 


めい始めとめい終わりに自動で止めめいをずるよラ 
に設定します。直線の場合は、返しめいび自動的に 
行われます。 


Q 模様を選びます。 


♦模様については、 r 模様を選ぶ」（一 P .48) 
で説明しまず。 

© 表示パネルのご D (自動止めめいスイッ 
チ）を巧します。 

ボタン巧かびりを選択したとさは、止め 
めいび含まれているので、この操作は必 
要ありません。 



© 


^ 自動止めめいスイッチび点打します。 

• 自動止めめいスイッチをちラー度押ずと、 
自動止めめいは解除されます。 


巧地をセツトし、趕 f (スタート/ストツ 
プスイッチ）を1回巧します。 


止めめい（直線の場合は返しめい）をしてか 
5、 めい始めます。 


〇 


めい終わりの位置まできた日、 cn ) (返 
しめいスイッチ）を1回巧します。 

ボタン穴かびりを選択したとさは、止め 
めいび含まれているので、この操作は必 
要ありません。 



止めめい（直線の場合は返しめい）をしてか 
5、5 シンび止ま 0 ます。 


ぶ）. 


(iro) 



めい方の碁本 


便利な機能 
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3 いろいろなめい方 

ここでは、いろいろなめいちとその使い方を説巧しまず。 

めい方を選びましよラ . 48 

めいしろを始末する . 50 

地めいをずる . 已吕 

ずそ上げをする . 已3 

ボタン穴をかがる . 己己 

フ アスナーを 付ける . 已 S 

伸びる巧地やコムテープをめラ . 62 

アップリケやパッチワーク（クレイジーキルト）をする . 64 

丈夫にしたいところをめラ . 66 

その他のめい方 . 67 












いろいろなめい方 


めい方を選びましよ5 


めラ模様を選択します。 



模様を選ぶ 



本体前面ち側の表示パネルのスイッチで模様を選択します。模様は12種類あります。電源を入れた直後は、 
「直線（左)」が選択されていまず。 



ジグザグ 
たち目かがり 

王重めい 
ポタン巧かがり 
アップリケ 


〇 使巧する模様を巧めます。 

•各模様の用途は「めいち一覧」（-►なペー 
ジ）を参照してください。 

@ 選んだ模様に合った押えを用意します。 

押えは補助テー刀レに収納されています。 

© 巧えを取り付けます。 

• r 押えを交換する」（一 P .28) を参照して 
<ださい。 

Q 電源を人れまず。 



S 選んだ模様のスイッチを押します。 

^ スイッチびオレンジ色に点打します。 

各模様のめい方はそれぞれのページを参 
照してください。 


• 模様のめい目の長さや幅を調節ずる場合は、「め 
し旧の長さと幅を調節する」トド.40)を参照し 
て < ださい。 



^ 「直線（左)」スイッチびオレンジ色に点灯し 
ます。 
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めい方一覧 

各模様の用途は L ソ下のとおりです。めラ圏所や巧化によって模様を使い分けてください。 


模様 

直 

僚 

<w« 

直 

線 

中 

巧 

縮 

め 

い 

ジ 

グ 

ザ 

グ 

看 

胃 

び 

0 

ま 

ご 

D 

め 

い 

点 

棟 

ジ 

グ 

ザ 

グ 

1 

め 

い 


ポ 

アタ 

ツン 

プ巧 

リか 

ケび 

0 

用途 

口 

1 

1 

1 

巧 

1 

1 

1 

1 

画 

■1 



<: 

口 

III 

III 

III 


1 

= 

めいしろの始末 
卜 P . 已 0) 




〇 

〇 

〇 



〇 




地めい 
卜 P . 已 2) 

〇 

〇 








〇 



ずそ上げ 
卜 P . 已 3) 







〇 

〇 





ポタン巧かがり 
(一 P . 已已） 












〇 

ファスナー付け 
卜 P . 已 8) 


〇 











伸びるな地*コムテープ 
(一 P .62) 



〇 






〇 




アップリケ.パッチワーク 
卜 P . 巨 4) 




〇 







〇 


補強めい 
卜 P .66) 










〇 



厚地 






〇 







普通地 





〇 


〇 

〇 




〇 

薄地 





〇 









いろいろなめい方 めい方を選びましよラ 
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めいしろを始末する 


裁断した巧端びほつれないよラにたち目かびりをします。たち目かびりは、次の4つの模様から選択し 
ます。 


名描 模様 巧适 めい目の長さ 据日幅 巧え 


ジヴ tf ヴ 

画 

通常のほつれ止め 

〇〜4.0 
(自動： 1.4) 

2.已〜己.0 
(自動3.已） 

日 

平 

' 」广 

点線ジグザグ 


厚地や伸びる布地をほつれ止めするとさ 

0ぶ〜 4.0 
(自動： 1.0) 

1.5-7.0 
(自動：巳. 0) 

C 

同 

L-— 

たち 目 かがり 

1 

普通地または薄地をほつれ止めするとさ 

1.0〜 4.0 
(自動： 2.0) 

2.已〜己0 
(自動： 3.5) 


3 

1 

1 

厚地やほつれやすい巧地をほつれ止めす 
るとさ 

1 .0-4.0 
(自動： 2.5) 

2.已〜已 .0 
(自動：巳. 0) 

一 — - 

1 


それぞれ LU 下の点にを意してめってください。 


ジグザグ目/点線ジグザグを 


たち目かびり^/隱 


A ジグザグ巧え < j > を取り付けます。 

• r 押えを交換する」（一 P .28) を参照して 
<ださい。 

@ 模様スイツチの图または国を巧します。 


A たち目かがり巧え < G > を取り付けます。 

♦ r 押えを交換する」卜 P .28) を参照して 
<ださい。 

〇 模様スイッチの图または圖を巧します。 


@ 巧端より少しが側に針を落としてめいま 


© 押えのガイドと巧地の端が合うように巧 
— ^ 地をセットし、押えを下げます。 
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o 


布地の端を押えのガイドにそわせてめい 
まず。 



A 


• J 辰り幅を調節したときはプー 
リーをゆっくりと手前に回 
し、針が巧えに当たらないこ 
とを確認してください。針が 
巧れたり、巧びったりするお 
それがあります。 


いろいろなめい方 めいしろを始末ずる 
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いろいろなめい方 


地めいをする 


基本となる直線めいをします。地めいは、次の3つの模様から選択します。 


めい目の長さ 振り申 


直線（左） 

口 

1 

1 

1 

直線冲） 

GD 

1 

1 

1 

云重めい 

口 

III 

III 

III 


地めい、ギヤヴ ー、 ピンタックなど 


0.2〜已 .0 
(自動： 2.己） 


〇〜7.0 
(自動： 0) 


Otfc 


めい目を丈夫にしたいとき、伸びる布地 
のとさ 


1.己〜 4.0 

(自動： 2.己） 


〇〜7.0 
(自動： 0) 


A めし、合わせるところを、しつけまたはま ■ めし、目の長さや針位置を変えるとさ 

ち針で止めまず。 「めい目の長さと幅を調節する」（一 P .4 日）を参 

照してください。 

Q ジグザグ巧え < j > を取り付けます。 

• r 押えを交換する」（一 P .28) を参照して 
<ださい。 

Q 模様スイッチの 0 または®、®のいず 
れかを押します。 


A 返しめいび必要な場合は、めい始めの位 
置より3〜己針分手前に針を刺して返 
しめいをします。 


♦ r 返しめいをする」（一 P .3 己）を参照し 
て < ださい。 

S 三シンをスタートさせます。 

参「~シンをスタートさせる」（一 P .3 己）を 
参照してください。 

@ めい終わった5糸を切ります。 

♦ r ホを切る」 P .38) を参照してくだ 
さい。 


已2 



























すそ上げをする 


スカートやズボンのすそをまつりまず。まつりめいは、なの2つの模様から選択します。 



めい目の長さ お日幅 巧え 


普通地をすそ上げするとさ 


伸びる布地をすそ上げするとさ 


1.0〜3.已 
(自動： 2.日） 


+ d . O 〜 一3.0 
(自動： 0) 


下の手順でまつりめいをします。 


〇 巧りしろをでき上がり線で巧り、巧端か Q 押えのガイドと布地の巧り山び合うよう 

W 日約己 mm のところにしっけをします。 に巧地をセットし、押えを下げます。 


已 mm 



1 

1 

1 / 

裏 

1/ 

1 

1 


/しっけ 
でを上がり線 


〇 


しつけをしたところから巧り返し、布地 
の裏を上側にします。 



© ジグザグの振り幅 マニュアルスイッチを 
巧します。 


しつけ位置 



Q まつりめい巧え < R > を取り付けます。 

♦ r 押えを交換する」（一 P .28) を参照して 
<ださい。 

0 模様スイツチの国または图を巧します。 


〇 


ジグザグの 振り幅調節レ/ を動かして、 
針が巧り山に少しかかる位置にします。 


躍 



いろいろなめい方 地めいをずる/ずそ上げをずる 
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いろいろなめい方 


■ 針がかかりすぎているとき 

針び左側にいさずざています。 

ジグヴグの振り幅 マニュアル スイッチを押してから 
振0幅をせま< して、針びおり山にわずかにかかる 
ように調節します。 

i : ~~I 卜 I - 


■ 針かかかつていないとき 

針びち側にいさずざています。 

ジグヴグの振り幅 マニュアル スイッチを巧してから 
振り幅を広くして、針び巧0山にわずかにかかるよ 
うに調節します。 





く 



< 


表 

く 




• r 城い目の長さと幅を調節ずる」（一 P .40) 
を参照して < ださい。 

© 巧り山に巧えのガイドをそわせてめいま 
一ず。 


© しつけをほどさます。 


i - 1 



- 




— 

裏 

く 


_ 表 




— 


表 



/< く < V 
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ポタン穴をかびる 


ボタンホールを作ります。 


名巧； 模様 巧适 めい目の長さ お日幅 巧え 



r ボタンの直径+厚み」び 30 mm 攻下のボタンホールび作れます。 
ボタン巧かびりは次の順でめわれまず。 



ボタン巧かびりで使用するボタン巧かがり巧え < A > の各部の名称は次のとおりです。 



いろいろなめい方 ボタン{八をかがる 
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いろいろなめい方 


A ボタン穴かびりをする位置にチヤコペン 
— ^ などでしるしを付けます。 


@ f 甲えのホのしるしと巧地のしるしの手前 
» 側を合わせ、押えを下げます。 



巧地のしるし 



上糸は押えの巧か日押えの下に通してお 
さます。 


© ボタン穴かがり巧え <A> の台皿を引き 
y 出し、ボタンをのせてはさみます。 



■ ポタンが台皿に①5ないとき 

「ボタンの直径+厚み」を、巧えスケールの目盛り （1 
目盛り巳 mm ) に合わせて、大きさをみめまず。 



例：直径1已 mm 、 厚み1 0 mm のボタン 
—スケールを 2已 mm に合わせる 



四 


1 巳 mm 

^ ボタン巧かびりの大きさびミ夫まります。 

Q ボタン穴かがり巧え <A> を取り付けま 


• r 押えを交換する」（一 P .28) を参照して 
<ださい。 


♦押えを下げるときに、押えの手前部分を 
押さないでください。ボタン巧かびりの 
大きさび正確にめえません。 



@ ミシン本体のボタン穴かがりレバーを一 
W ま下まで引き下げます。 


ボタン巧かびりレバー 



このとさ、ボタン巧かびりレバーび巧え 
の突起部の後ろ側になるよラにします。 

ボタン巧かがり レバー 



突起 


Q 模様 スイッチの® を巧しまず。 
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o 


左手で上糸を軽く持ち、ミシンをスター 
卜させます。 



^ めい終わると、自動的に止めめいをして止ま 
ります。 

©糸を 切り、押えを上げて布地を取り出し 
一まず。 


^ ボタン穴かがりレバーをもとに戻します。 

©めった 部分を切らないよラに、かんめさ 
止めの内側にまち針を刺します。 



の 


付属のリッパーでボタン穴を切り開きま 
ず。 



〇 


リッパーで穴を開ける方向に、 
手や}旨を置かないで < ださい。 
ずべつたときにケガをするお 
それがありまず。 


■ めい目のあ5さを変えるとき 

めい目の長さマニュアルスイッチを押してから、 
めい目の長さ調節レバーで調節しまず。 

めい目の長さ 
調節 レバー 


1 - 

こまかい 


めい目の長さ 
マニュアルスイッチ 

• 厚地の場合などで巧地が進まないとさは、 
城い目をあら < しまず。 

振り幅を変えるとき 

ジグザグの振り幅 マニュア J レスイッチを押してか 

ら、ジグヴグの振り幅調節レバーで調節します。 

ジグザグの振り幅 _ 

調節 レバー 


ジグザグの振り幅 
マニュアルスイッチ 


P お知5せ) 


ボタン巧かびりをずるとさは、城い目のあ5さや 
振り幅の調子を確認するため、必ず試し说いをし 
よ しよつ0 


いろいろなめい方 ボタン{八をかがる 
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いろいろなめい方 


フアスナー を付ける 


ファスナーをめい付けます。 


名が 模様 

用 透 

めい目の長さ 

据日幅 } 

甲る 

直線伸） 

巧 

ファスナーを城い付けるとさ 

またはおとし S シンやピンタックを说ラ 

とさ 

0.2〜已 .0 
(自動： 2.己） 

- 

I 

1 

0 



ファスナーの付け方によってめい方び異なりまず。ここでは、つさ合わせと片返しの場合のめい方を説 
明します。 


つを合わせ 



つき合わせた布地の両方にステッチび入りまず。 



n ジグザグ巧え <j> を取り付けて、あき止 
まりの位置まで地めいをします。 

巧化は表どラしを合わせ、あき止まり部 
分は返しめいをします。 


参地めいについては、「地めいをずる」（一 
P. 已 2) を参照してください。 

Q フアスナーを付ける部分のでき上がり線 
^ にしつけをします。 



しつけ 


返しめい 


@ めいしろを割り、裏か日アイ□ンをかけ 
一まず。 



© めい目とフ アスナーの 中央を合わせて、 
— ^ し〕けをします。 



@ 片巧え<|>のピンのち側を巧えホルダー 
W に取り付けます。 


ピンち側 


—針這ち位置 

Q 


♦「押えを交換する」卜 P.28) を参照して 
<ださい。 
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片返し 

布地の片側にステッチび入りまず。協あさやをろあ 
をのとさに使用します。 




ステッチ— 

表 


\ちを止ま0 


ここでは、図のように左側にステッチを入れる場合 
を例に説明します。 

A ジグザグ巧え <j> を取り付けて、あき止 
まりの位置まで地めいをします。 

巧地は表どラしを合わせ、あき止まり部 
分は返しめいをします。 

♦地めいについては、け也めいをする」 （- 
P. 巳 2) を参照してください。 

A フアスナーを 付ける部分のでき上がり線 
^ にしつけをします。 


しつけ、 


返しめい- 



© 


めいしろを割り、裏か日アイ□ンをかけ 
ます。 


Q 模様スイッチの面を巧します。 


み 巧地の表か日ステッチをかけます。 


ステッチー ; 

——しつけ 

表 ■ 

i 


\ぁき止まり 



A 


めう際口 ま、フアスナーに 針び 
当たらなしなう に ま意してくだ 
さい。針が巧れたり、曲がった 
りするおそれびあります。 


© 


しつけをほどさます。 



〇 


♦片巧え<|>を使用するとき 
は、必ず直線（中）を使用し、 
プーリーをゆっくりと手前に 
回してま十び押えに当た6ない 
ことを確認してください。他 
の模様を使用すると、ま十び巧 
えに当たり、巧れたり、巧びっ 
たりするおそれがあります。 


いろいろなめい方 フアスナ—を付ける 
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いろいろなめい方 


©ち 側（ステッチが入らない方）のめいし 
ろを 3 mm 出してアイ□ンをかけます。 


f 


3 mm 出した巧り山とフ アスナーの むし 
の 端を合ねせて、しつけまたはまち針で 3 mm 出した巧り山部分を、あき止まり 

止めまず。 ^^の方からめぃまず。 


〇 


♦片巧え<|>を使用するとき 
は、必ず直線（中）を使用し、 
プーリ— をゆっくりと手前に 
回して針が巧えに当たらない 
ことを確認してください。他 
の模様を使用ずると、針び巧 
えに当たり、巧れたり、ながつ 
たりするおそれがあります。 



© 片巧え<|>のピンのち側を巧えホルダー 
W に取り付けます。 



例とは反対側をめラ場合は、左側のピン 
を取り付けます。 


ピンち測 


—針落ち位置 



♦ r 押えを交換する」 （^ p . 28 ) を参照して 
<ださい。 


A 


• めう際には、 フアスナーに 針が 
当たらないよラにま意してく 
ださい。針び巧れたり、ながつ 
たりするおそれがあります。 


残り己 cm ほどまでめった日いったんミ 
ー シンを止めて針を下げたまま押えを上げ、 
フアスナーを 開いて続きをめいます。 



60 








































® でき上がり線のしつけをほどいてファス 
ナーを開き、続きをめいます。 



( T ) フアスナーをとじて表に返し、反対側を 
^ にけします。 



( n 片巧え<1>のピンの逆側を巧えホルダー 
一 に取り付けます。 

曾 でも側に付けた場合は、左側に付け替 
无ます。 

ピンち側 


針落ち位置一 ^ 


巧地の表か5ステッチをかけます。 

あき止まり側か日返しめいをし、巧えの 
端をファスナーのむしにそわせてめいま 
す。 



返しめい 

おき止ま0—— 

し/ 

めい始め 

1 

表 

1 

♦ 

\しつけ 




残り己 cm ほどまでめった5いったんミ 
W シンを止めて針を下げたまま巧えを上げ 
まず。 



いろいろなめい方 フアスナ—を付ける 
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いろいろなめい方 


伸びる巧地やゴムテープをめ5 


伸びるな地をめったり、ゴムテープをめい付けます。 


名が 模様 

巧透 

めい目の長さ 

振り 幅 

巧文 

伸縮めい 

1 

伸びる布地を城ラとさ 

1 .日〜 4.0 
(自動： 2.5) 

1. 日〜 3.0 
(自動： 1.0) 

一 ■ —— J 

U0 

巧 

. J 广 

点線ジグザグ 

1 

ゴムテープを城い付けるとさ 

0 ぶ〜 4.0 
(自動： 1.0) 

1 .己〜 7.0 
值動：巳. 0) 

~c 

同 

L - — 


それぞれ LU 下の点にを意してめってくださし、。 


伸縮めい 


ゴムテープ 付け 


A ジグザグ巧え < j > を取り付けます。 

• r 押えを交換する」（一 P.28) を参照して 
<ださい。 

@ 模様スイッチの®を巧します。 


© 


布地を伸ばさないよラにめいます。 


そで□やウェストなどにづムテープをめい付ける場 
合は、ゴムテープび縮んでいる状態びでを上びり寸 
法になります。必要な長さのゴムテープを用意しま 
ず。 

A まち針で巧地の裏側にゴムテープを止め 
一まず。 

布地とゴムテープび巧等になるよラに数 
か所止めます。 




Q ジグザグ巧え < j > を取り付けます。 

♦「押えを交換する」卜 P.28) を参照して 
<ださい。 

Q 模様スイッチの图を押します。 


6吕 




























o 


ゴムテープび巧地と同じ長さになるよラ 
に伸ばしなび5めいます。 

左手で後ろ側の布地を弓 I つ張り、ち手で 
巧えに一番近いまち針のところを引っ張 
ります。 




A 


参めラ際には、まち針などび針に 
当たらないよラにま意してく 
ださい。針び巧れたり、曲がつ 
たりするおそれがあります。 


いろいろなめい方 伸びる布地やゴムテ—プをめラ 
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いろいろなめい方- 

アップリケやパッチワーク （クレィジ—キルト） をする 


アップ1」ケやパッチワークをするとさに使用します。次の2つの模様から選択します。 


名拖 模様 巧适 めい目の長さ 据日幅 巧え 





〇〜4.日 
(自動： 1.4) 



, —— J 

’グザバ 

画 

アップリケなどの巧を城い付けます。 

2.已〜 

ち.0 

uc 

圧 

国 

三 

アップリケ 

1 

1.日〜4.0 
(自動： 2.已） 

(自動: 

3.5) 



C 

つ 

u 


アップリケ！/! 


A アップリケ巧は3〜己 mm のめいしろを 
— ^ 付けて裁断します。 



© アップリケ巧の裏に厚紙の型紙をあてて、 
アイ□ンででき上がり線を巧ります。 



@ アップリケ巧を表に返し、±台になる巧 
< にしつけまたはまち針で止めます。 



Q ジグザグ巧え < j > を取り付けます。 

♦「押えを交換する」卜 P.28) を参照して 
<ださい。 

S 模様スイッチの国または圓を押します。 


© プーリーを手前に回し、アップリケ巧の 
W 端から少し州則に針が刺さるようにして 
めい始めまず。 
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急な角度をめうときは、アップ U ケ布の 
外側に針を刺したまま、押えを上げてか 
しずつ方向を変えなび日めいます。 



パッチワーク（クレイジーキルト) 


A 上になる巧地の端を巧って下側の巧地と 
重ねまず。 


© 両方の巧地に模様がまたがるよラにめし、 
一まず。 



いろいろなめい方 アップリケやパッチワ—ク(クレイジ—キルト)をずる 
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いろいろなめい方 


丈夫にしたいところをめ5 


そで付けなど、めい目を丈夫にするときに使用します。 


名拖 模様 巧适 めい目の長さ 据日幅 巧え 



=重めい旷 

1針あたり3回重ねてめいまず。 

A ジグザグ巧え < j > を取り付けます。 

♦ r 押えを交換する」（一 p .28) を参照して 
<ださい。 

@ 模様スイッチの固を巧します。 
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その他のめい方 


筒をのをめラ ^ 

そで□やズボンのすそなどの筒状になっているとこ 
ろをめラとをは、フ U- アームを使ラと便利です。 

Q 補助テースレを左に引きまず。 



〇 



© 


フリーモーシヨンキルトをする 

フ U- モーシヨンキルトをずるとをに、送り歯を下 
げて布地を送らないようにすることびでをます。こ 
れを「ド□ップフイード」といいまず。 

フ U- モーションキルトをするとさは、別売のキル 
卜押えび必要です。 



浦巧テーブルび外れてフ I 」ーアームの状態に 
なります。 


めうところをアーム部分に通して外側か 
5めいます。 


A 巧えホルダーを外します。 

♦ r 押えホルダーをがすとさ」を参照してく 
ださい。（一 P.29) 

C % キルト押えを f 甲え棒の左側と下側に合わ 
一 せまず。 

このとさキルト巧えの棒び、針の止めネ 
ジの上になるようにします。 


© 


キルト巧えをち手で押さえ、左手でドラ 
イバーを 回して巧え ホルダーの ネジをし 
めまず。 


フリーアームを使い終わった5、補助 
テーブルをもとに戻します。 



いろいろなめい方 丈夫にしたいところをめラ/その他のめい方 
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いろいろなめい方 


〇 


• ネジは、付属のドライバーで 
確実にしめてください。ネジ 
のしめ方がゆるいと針び巧え 
に当たり、巧れたり、ながつ 
たりするおそれがあります。 


A 本体背面下側にあるド□ップレバーを前 
y か日見ても側に動かします。 




^ ちり歯び下に下び0ます。 


Q 電源を入れ、模様スイッチの面または留 
を巧します。 


な めい終わった5ド□ップレバーを前か5 
^ 見て左側に動かし、送り歯をもとに戻し 
ます。 



• 通常は左側にしておさます。 


Q 両手で巧地を張ってたるまないようにし、 
W 下給をなぞるように布地を動かします。 

めいな台めとめい終わりは、返しめいをします。 


下給 
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4 付録 

ここでは、ミシンのお手入れちまと困ったときの巧処方ミ去を紹かしまず。 

設定 . 70 

お手入 : n . 72 

困ったとき . 74 

仕様 . 78 

索引 . 79 







巧録 




設定 


模様設定一賣 


名 巧 

F 模様 

巧文 

めい目の長さ 
自動 手動 

自助 

お 日 幅 
手巧 

返しめい 
スイツチ 

直線 

左 

口 

1 

1 

1 

j 

2.5 

0.2〜己〇 

0 

0-7.0 

返し惦い 

中 

の 

1 

1 

1 

j/i 

2.5 

0.2〜已 .0 

- 

- 

返し城レ 

伸縮めい 

\ 

j 

2.5 

1 .0-4.0 

1.0 

1. 日〜3.0 

止め惦い 

ジグザグ 

画 

j 

1.4 

〇〜4.0 

3.5 

2.已〜已 .0 

返し惦い 
(自動の場合 
は止め惦い） 

たち目かがり 

1 

白 

2.0 

1 .0-4.0 

3.5 

吕.己〜已 .0 

止め惦い 

1 

白 

2.5 

1 .0-4.0 

5.0 

2.已〜已 .0 

止め城い 

まごりめし1 


R 

2.0 

1.0〜3.己 

0 

+ 3.日〜—3.日 

止め惦い 

3 

R 

2.0 

1.0〜3.已 

0 

+ 3.0 〜 — 3.0 

止め城い 

点線ジグザグ 

1 

J 

1.0 

0.2〜 4.0 

已 .0 

1.己〜7.0 

止め惦レ 

兰重めい 

口 

III 

III 

III 

J 

2.5 

1 .5-4.0 

0 

0-7.0 

止め城レ 

アップリケ 

1 

J 

2.5 

1 .6-4.0 

3.5 

吕.己〜已 .0 

止め城し'! 

ボタン巧かがり 

D 

A 

0.4 

0.2-1. 0 

已 .0 

3.0 〜已 .0 

自動止め插い 
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針停止位置の巧ち 

通常、ミシンを止めたとさは針び布巧に刺さった状態になるよラに設定されています。針を上げた状態で- 
シンび止まるように設定を変更することびできます。 


A 電源を切ります。 



^ 表示パネルの模様スイッチ のの （直線左）を巧したまま、電源を入れます。 




^ 針の停止位置び上に変更されます。 

•もラー度同じ操作をすると、針停止位置は下に戻ります。 養 
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付録 


お手入れ 



簡単な三シンのお手入れち法を説明します。 


本巧表面の掃除 


>塞の掃除 



本体表面のミちれを取るとさは、中性洗剤を薄めて巧 
に浸して固くしぼり、ふを取ります。洗剤でふいた 
あとは、乾いた巧でふき取ります。 


針板の下にある塞を掃除しまず。 

蓋には糸くずやほこりびたまりやすいく、縫製不良 
になる場合びあります。定期的に掃除してください。 


€ 


参必ず電源プラグをコンセント 
か5巧いてください。ケガ • 
感電の原因となります。 


A 電源を切ります。 





必ず電源プラグをコンセント 
か5巧いてください。 ケガ. 
感電の原因となります。 


〇 


針ホ反ふたの向こう側に指を引っかけ、手 
前にスライドさせまず。 



^ 針板ふたびがれます。 
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o 


プーリーを手前に回し、が蓋の切夕部と 
内蓋ツノ部を合わせまず。 


が塞切欠部 

内差ツノ部 



Q 内§1を取り出します。 



© 


© 


が塞切夕 部が© と同じ位置にあること 
を確認し、内塞の凸部とパネが合ラよう 
に内塞を取り付けます。 


內窒巧を 


•プ ー U - はおず手前に回してください。 
逆ち向に回すと、故障の原因となりまず。 

• 内塞押えは絶巧に取り外さないでくださ 
し、。取りがすと、故障の原因になります。 



内塞を奥側に巧しなび日上に持ち上げま 
す。 



パネ 


A 針板ふたのツメの部分を針板に差し込ん 
胃 でか日、奥側にスライドさせます。 


付属のミシンブラシや掃除機で、外蓋周 
辺の糸くずやほこりを取り除きます。 




0 

〇 


• キスが巧いた内室は使用しない 
で < ださい。万一、使用ずると 
とみがからみ、針巧れ約3^^ 
良の原因となりまず。内塞 
(呂15品コード： XC 31 已 3-0 已 1) 
は黯〇①目でお買いボめ 
<ださい。 

• 内塞は正しい位置に取り付け 
てください。針巧れの原因と 
なります。 


付録 お手入れ 
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巧録 


困つたとを 


ミシンび思いどおりに動かないとさは、修理を依頼する前にじ(下の項目を確認してください。 

それでも改善されない場合は、お買い上げの販売店、または「ミシン]]9番」（フ U —ダイヤル 0120- 
340-233) にご相談ください。 


こんなとを 

原因 

巧姐!の仕方 

参照ぺージ 


電源が入っていない。 

電源を入れます。 

P .13 


スタート/ストップスイッチを押してい 
ない。 

スタート/ストップスイッチを押しま 
す。 

P .3 已 


押えレバーが上びっている。 

押え レバーを 下げます。 

- 

S シンが動かない 

フットコント□-ラーを接続した状態 
で、スタート/ストップスイッチを巧し 
ている。 

フットコント□-ラーを接続していると 
さは、スタート/ストップスイッチは使 
用でさません。スタート/ストップス 
イッチを使用する場合は、フットコント 
□-ラーを取り外します。 

P .3 已 


針が正しく取り付けられていない。 

針を正しく取り付けます。 



針の止めネジがゆるんでいる。 

ドライバーを使って止めネジをしっかり 
しめます。 

P .27 


針が曲がっている。針先がつぶれてい 
る。 

新しし创に交換します。 



針び巧巧や糸に合っていなしん 

巧巧に合った糸と針を使用します。 

P 名已 


模様に合った押えを使用していない。 

模様に合った押えを取り付けます。 

P .70 


上糸調テが強すぎる。 

上糸調子を弱くします。 

P .3 日 


巧巧を無理に引っ張っている。 

布地は軽く押さえます。 

- 


糸こまが正しく取り付けられていない。 

糸こまを正しく取り付けます。 

P .21 

針ががれる 

針板の巧の周囲に傷がある。 

針板を交換します。 

お買い上げの販売店、または 「 S シン 
11曰番」（フリーダイヤル0120-340- 
233) にご相談ください。 

- 


押えの巧の周辺に傷がある。 

押えを交換します。 

お買い上げの販売店、または 「 S シン 
11曰番」（フリーダイヤル0120 -340- 
233) にご相談ください。 

- 


巧塞に傷がある。 

内塞を交換します。 

お買い上げの販売店、または 「 S シン 
11曰番」（フリーダイヤル0120 -340- 
233) にご相談ください。 

- 


本機専用のボビンを使用していない。 

従来品では正しく動作しません。本機専 
用ボビンを使用してください。 

P .14 


上糸の通しちがまちがっている。（糸こ 
まが正しくセットされていない、糸こま 
押えの大ささが合っていない、針棒糸か 
けから糸が外れているなど） 

上糸を正しく通します。 

P .20 


糸に結び目やこぶがある。 

その部分を取り除さます。 

- 


針びホに合っていない。 

糸に合った針を使用します。 

P 名已 


上糸調テが強すぎる。 

上糸調子を弱くします。 

P .3 日 


ホびからまって、塞などに詰まってい 
る。 

からんだ糸を取り除さます。董に詰まっ 
ていた場合は、掃除します。 

P .72 

上 糸が切れる 

針が曲がっている。針先がつぶれてい 
る。 

新しし创に交換します。 

P .27 


針が正しく取り付けられていない。 

針を正しく取り付けます。 



針板の巧の周囲に傷がある。 

針板を交換します。 

お買い上げの販売店、または 「 S シン 
11曰蚕」（フリーダイヤル0120 -340- 
233) にご相談ください。 

- 


押えの巧の周辺に傷がある。 

押えを交換します。 

お買い上げの販売店、または 「 S シン 
11日番」（フ U - ダイヤル0120 -340- 
233) にご相談ください。 

- 
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こんなとを 


対処の仕方 


参照ぺージ 


上糸が切れる 

内塞に傷がある。 

内塞を交換します。 

お買い上げの販売店、または 「 S シン 
11曰番」（フリーダイヤル012日- 340- 
233) にご相談ください。 

- 


本機専用のボビンを使用していない。 

従来品では正しく動作しません。本機専 
用ボビンを使用してください。 

P .14 


下糸のセツトの仕ちがまちがっている。 

下糸を正しくセットします。 

P .1 召 

下糸がか5まる 
下糸が切れる 

ボビンに傷びあり、回転びなめらかでな 
い。 

ボビンを交換します。 

- 

糸がからまっている。 

からんだ糸を取り除さ、塞を掃除しま 
す。 

P .72 


本機専用のボビンを使用していない。 

従来品では正しく動作しません。本機専 
用ボビンを使用してください。 

P .14 


上糸の通しちびまちがっている。 

上糸を正しく通します。 

P .20 


下糸のセツトの仕ちがまちがっている。 

下糸を正しくセットします。 

P .1 召 


巧化にホや針び合っていない。 

巧巧に合った糸と針を使用します。 

P .2 已 

糸調子が合わない 

巧えホルダーが正しく取り付けられてい 
ない。 

押えホルダーを正しく取り付けます。 

P .2 日 


糸調テび合っていない。 

糸調子を調節します。 

P .3 日 


本機専用のボビンを使用していない。 

従来品では正しく動作しません。本機専 
用ボビンを使用してください。 

P .14 


上糸の通しちまたは下糸のセツトの仕ち 
がまちがっている。 

上糸、下糸を正しくセットします。 

P .18, 20 


糸こまび正しく取り付けられていない。 

糸こまを正しく取り付けます。 

P .21 


巧巧にホや針び合っていない。 

巧巧に合った糸と針を使用します。 

P .2 已 

巧地にしわがよる 

針がながっている。針先がつぶれてい 
る。 

新しい針に交換します。 

P .27 


薄地の場合に、城い目があらすざる。 

城い目を細かくします。または巧地の下 
に八卜□ン紙などを敷いて城います。 

P .43 


糸調テび合っていない。 

糸調子を調節します。 

P .3 日 


上糸の通しちがまちびっている。 

上糸を正しく通します。 

P .20 


巧化にホや針び合っていない。 

巧巧に合った糸と針を使用します。 

P ぶ已 

めい目がとぶ 

針がながっている。針先がつぶれてい 
る。 

新しし创に交換します。 

P .27 


針の取り付けちびまちびっている。 

針を正しく取り付けます。 



針板の下や塞にほこりなどがたまってい 
る。 

針板ふたをがして董を掃除します。 

P .72 


送り歯や蓋にほこりびたまっている。 

塞を掃除します。 



上糸の通しちがまちびっている。 

上糸を正しく通します。 

P .20 

めっていると寺の 
音が局い 

ガタガタと音がず 
る 

内塞に傷がある。 

內董を交換します。 

お買い上げの販売店、または 「 S シン 
11曰番」（フリーダイヤル012日- 340- 
233) にご相談ください。 

- 


本機専用のボビンを使用していない。 

従来品では正しく動作しません。本機専 
用ボビンを使用してください。 

P .14 

自動糸通しができ 

針び上に上びっていない。 

針上下スイッチを巧します。 

P .21 

ない 

針の取り付けちがまちがっている。 

針を正しく取り付けます。 

P .27 


模様に合った押えを使用していない。 

模様に合った押えを取り付けます。 

P .70 

模様がされいにめ 

糸調子が合っていない。 

糸調テを調節します。 

P .3 日 

えなし、 

ホびからまって、塞などに詰まってい 
る。 

からんだ糸を取り除さます。董に詰まっ 
ていた場合は、掃除します。 

P .72 


送り歯び下がっている。 

ド □ ップレノ（一を左に動かします。 

P .68 


说い目が細かすざる。 

城い目の長さを長くします。 

P .40 


模様に合った押えを使用していない。 

模様に合った押えを取り付けます。 

P .70 

巧地を送6ない 

針が曲がっている。針先がつぶれてい 
る。 

新しし创に交換します。 

P .27 


ホびからまって、塞などに詰まってい 
る。 

からんだ糸を取り除さます。塞に詰まっ 
ていた場合は、掃除します。 

P .72 

手もとランプが点 
なしない 

ランプび切れた。 

お買い上げの販売店、または 「 S シン 
11曰番」（フリーダイヤル012日- 340- 
233) にご相談ください。 

- 
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付録 


電子音について 

ミシンび正しく準備でさていない状態でまちびった 
操作をしたとをなどに、電子音でお知らせします。 

■ 電子音 

• 正しい操作をしたとき 

「ピッ」と鳴ります。 

• まちびつた操作をしたと走 

「ピッピッ」または「ピッピッピッピッ」と鳴りまず。 
• 糸びか5むなど、=シンが□ックしたとき 

「ピッピッピッ • • •」と4秒間鳴り続けます。ミシ 
ンは自動的に止まり、4秒経過すると操作可能な状態 
に戻ります。 

必ず原因を確認して改善した上で、再開してくださ 
し)。 


上ふたびかれたとを 

本体上のふたびがれたときは、(下の手順で取り付 
けます。 


Q 上ふたを水平に持ちます。 




7己 







ア フターヴー ビス 

修理を依頼するとさや部品を購入ずるとさは、お買い上げの販売店、または「~シン119番」（フ U - ダイ 
ヤル0120-340-233)、お客様相談室にお問い合わせください。 

■ 保証書について 

ご購入の際、保証書にお買い上げ曰、販売店名などび記入してあるかごお認の上、販売店で受け取ってく 
ださい。な証書の内容をよくお読みいただき、大切に保管してください。谁証書はが箱に付いています。） 
また無料修理な証期間は、お買い上げ曰より1年間です。それ L ぶをの修理については、お買い上げの販売店、 
または「ミシン119番」（フリーダイヤル0120-340-233)、お客様相談室にお問い合わせください。 

■ ミシン119ま 

ミシンの使いちやトラフルに巧するご相談、修理の受付はにシン119番」（フリーダイヤル0 120-340- 
233) までお問い合わせください。 

■ お客様ホ目談室 

本製品についての、使いちやアフターサービスについてご不明の場合は 

お買い上げの「販売店」または「お客様相談室（ミシン]] 9番)」までお問い合わせください。 

干 467-8577 愛知県名ち屋市瑞穂区苗代町]已 -1 
お客様ネ目談室（ミシン119番）： Tel : 0120-340-233 

Fax : 052-824-303] 

営業時間：月曜日〜金曜日9 : 00〜17 : 30 

±曜日 9 : 00 ~ 12 : 00/13 : 00 ~ 17 : 00 

(祝祭日、ブラヴー販売（株）休日を除く） 


> お願い 


参ブラヴー製品についてのご意見、ご要望びございました!5、お買い上げの販売店、または「5シン119番」（フ 
1」ーダイヤル0120-340-233)、お客様相談きにご連絡ください。 

• 上記の電話番号および住所は、都合により変更する場合びございますのでご了をください。 



困つたとキ J 


フフ 














巧録- 

仕様 


本が仕様 


頃目 

仕様 

本体寸法 

幅43已 mmx 高さ 287 mmx 奥行201 mm 

ケースセツト寸法 

巾畐4目 8 mm X 高さ30色 mm X 奧 f 号22巳 mm 

製品質量 

7.5 kg (ケース付き：日 k 呂） 

めい速度 

毎分7。〜8己。針 

使用ミシン針 

家庭用ミシン針 HA XI 

ランプ 

白色 LED ランプ 

搭載模様数 

12種類 
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索引 




腰び強い糸 ....... 

ゴムテープ付け 
コンセント ....... 

ヴ 


這めし、 .52. 66 

シ 

ジグヴグ . 50, 64 

ジグヴグの振り幅調節レバー . 表紙 E ， 40 

ジグヴグの振り幅マニュアルスイッチ . 表紙 E , 40 

下糸 . 14 

下糸巻さ案内 . 表紙 B . 1已 

下糸巻軸バネ . 15 

下糸巻さ装置 . 表紙 B . 14 

下糸を引を出す . 24 

自動返し城い . 4己 

自動止め城い . 4己 

自動止め城いスイッチ . 表紙 E ， 4已 

地说い . 已2 

シャッタ— . 22 

做 . 78 

伸縮插し'' . 62 

ス 

すそ上げ . 已3 

スタート . 35 

スタート/ストップスイッチ . 表祇〇, 3已 

ストッパー . 27 

スピードコント□ールレバー . 表祇日.表紙 D 

セ 

前面 . 表紙 B 

ソ 

操作スイッチ . 表祇 B . 表紙 □ 

掃除 . 72 

速胃 . 3已 

側面 . 表祇 C 

^70^1：)- . 66 


キ 

曲線を妨ラ . 42 

キルト巧え .67. 表紙 F 

ク 

クレイジーキルト . 巨己 

ヶ 

ケース . 表紙 A 

□ 


P 


PL . 已 

Q 

QSA . 74 

ア 

了 一 U . 67 

アップ U ヶ . 64 

厚地を插ラ . 42 

アフターサービス . 77 

髓巻さ . 15, 21 

安全にお使いいただくために . 6 

イ 

糸案内カバー . 表紙 B . 16, 22 

糸案内皿 . 表祇じ23 

糸案内板 . 表紙日，] 6, 22 

糸切り . 表祇 B , 38 

糸こま押え . 表紙冉.1已，21 

糸こまネット . 1, 24 

糸たて棒 . 表紙日| 15. 21 

糸调ナ . 39 

糸調子ダイヤル . 表紙目，3日 

糸通し装置 . 23 

糸通しレバー . 表祇日，23 

ク 

上ふた . 表紙巨. 2], 76 

ウォーキングフット . 表紙 F 

到ブ座 . 1已 

薄地を城ラ . 43 

巧董 . 73 

上糸 . 20 

上糸5/1ザ . 39 

才 

礎様す目談室 . 77 

送 t ) 細 . 表祇 C 

巧え . 表祇仁，1, 28 

巧えホルダー . 表紙じ28 

巧えレバー . 表祇 D 

お手入れ . 72 

力 

カーブを姑ラ . 42 

ガイド呈ゾ . 16 

返し姑し、 . 36 

返し姑いスイッチ . 表祇 D . 3日 

片返し . 日日 

角を惦ラ . 42 

塞 . 18, 72 

換気 □. 表紙に 


4 2 3 
2 61 


付録 仕様/索引 
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巧録 


. 42 

表紙 A , 77 
........ 表祇 B 

. 5己 

. 5己 

表祇 C , 已巨 
. 55 


方向を変える . 

保証書 . 

補助テープル . 

ボタン巧かびり . 

ボタン巧かびり押え... 
ボタン巧かびりレバー 

ボタンホール . 

ほつれ止め . 

ボビン . 

ボビン受け座 . 


夕 

たち目かび0 . 已〇 

試し城い . 42 

チ 

チーズ巻を . 15, 21 

直線妃い . 52 

ツ 

つ去合わせ . 58 

筒ちの . 67 

電源 . 12 

電源コード . 表祇 C , 13 

電源つンセント . 13 

電源スイッチ . 表祇 C , 13 

電源プラグ . 13 

電子胃 . 76 

点線ジグザグ . 曰0, 62 

添付品 . 表紙 A 


針上下スイッチ . 表紙 D 

針停止位置 . 71 

針の交換 . 27 

針棒糸かけ . 表紙 C， 22 

八ンドル . 表紙に 

ヒ 

表おパネル . 表紙 B. 表紙 E 

フ 

プーI」一 . 表紙。34 

ファスナー付け . 己8 

i、j 属品 . 表祇 A 

フットコント□-ラー . 35,表紙 F 

フットコント□ーラージャック . 表紙巳 

フ U —アーム . 已 7 

フ U —モーションキルト . 已7 

振則畐 . 40 

へ 

別売オプション . 表紙 F 

ホ 


特 S . 2 

止め城い . 37, 4已 

止めネジ . 吕7 

ドライバー . 表祇 A ， 27 

トラブル . 74 

取扱説明書 . 表紙 A 

取扱説明ビデオ . 表紙 A 

K □ップフ斗 一 K . 67 

ド□ップレバー . 表紙 C . 68 


ナ 


長さ . 40 

ヌ 

说いしろの始末 . 已〇 

说いしろの幅をそろえる . 44 

跑い目の長さ調節レバー . 表紙 E , 40 

说い目の長さマニュアルスイッチ . 表紙 E , 40 

巧地のセット . 34 

巧地を送5なし'! . 67 


伸びる布地 . 43,巨2 

ハ 

八ードケース . 表紙 A 

背面 . 表紙に 

) 又ツチワーク . 64, 6已 

幅 . 40 

早見表 . 表紙 A 

針 . 25 

針板 . 表紙じ44 

針板ふた . 表紙 C . 18, 72 

itfiZP . 40 


ス 


まつ0めし、 . 已3 


ミシン119番 . 77 

ミシン針 . 1, 25 

ミシンブラシ . 表紙 A . 73 

メ 

名称 . 表紙巨 

モ 

模様設定一覧 . 70 

模様選択スイッチ . 表紙 E , 48 

模様の選択 . 48 

模様の幅 . 40 

模様別設定値 . 41 

リ 

U ツパー . 1 


〇 4巨 A 


已 
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オプション品として、じ(下の製品を用意しています。 

■ フットコント□— ラー 

ミシンを足で操作するときに使用します。馆 P 品コード： XC 1 1巳 8-0 已 1) 



■ ウ オー キングフット 

ビニールや皮など、めいにくい布地をめうときに使用します。（部品コード： X 81 12已-001) 



■ キルト押え 

フ U - モーシヨンキルトをするときに使用します。馆 R 品コード： X 8 1021 -002) 



お知6だ) 


1 

歌品については、お買い上げの販売店、または「ミシン]]9番」（フリーダイヤル012日-34日- 
合わせください。 

♦ オプション品 -3 
233)にお問い 


表紙 F 












アフターサービス 


♦ご購入の際、販売店でお渡しするな証書は大切にイ呆菅してください。 

♦無料修理な証期間は、お買い上げ曰より1年間でず。詳しくはイ呆証書をご覧<ださい。 
それしソをの修理については、お買い上げの販売店、または下記の「5シン119番」、 
お客様相談室にご相談ください。 

参当社はこのミシンの補修用性能部品を、製造巧ち切りを最低8年間保有しています。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

♦アフターサービス についてごす 明の場合は、お買い上げの販売店、または下記の「=シ 
ン]19番」、お客様相談室へお問い合わせく ださい。 


ミシン119をフ IJ - ダイヤル01 20-340-233 


参ブラヴー5シンの使いちやアフターサービスについてご不明の場合はお買い上げの販売 
店、または「=シン]19番」までお問い合わせください。 

•「5シン119蚕」では S シンの使い方やトラブルに対するご相談、修理の受け付けを行つ 
てお D ます。 


お客様相談室 


本製品についての、使い方やアフターサービスについてご不明の場合は 
お買い上げの「販売店」または「お客様相談室（ミシン]19ま）」までお問い合わせく 
ださい。 

干 467-8 已77愛知県名ち屋市瑞穂区苗代町1已 - 1 
お客様相談室（ミシン]]日ま）： Tel :01 20-340-233 

Fax : 〇已 2-824-303] 

営業時間：月曜日〜金曜日日： 00〜] 7: 30 

±曜日 9 ： 00 ~12 ： 00/13 ： 00 -17 ： 00 

(祝祭曰、ブラヴー販売(株）休曰を除く） 

♦ブラザー製品についてのご意見、ご要望はお買い上げの販売店、または上記「5シン11日ま」、 
お客様相談室にご連絡ください。 

• 上記の電話番号および住所は、都合により変更ずる場合びありますのでご了をください。 


ホームぺージ 


♦ブラヴーエ業のホームページでは、家庭用ミシンに関する様クな情報を掲載しております。 

( URL ; http :// www . brother . co.jp 


フラヴ■工業な巧舍な 取扱店 

愛知県名古屋市瑞穂区苗代町 15-1 干 467-8561 


114-S50 
XC3163-021 感 
Printed in China 






